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開会 午前１０時００分 

◎議長（藤原英雄議員） 

 ただいまより本日の会議を開きます。 

 本日の議事日程はお手元にご配付の日程表のとおりでありますので、よろしくお願いい

たします。 

 なお西村昌義議員より欠席の届けが出されておりますので報告いたしておきます。 

 まず諸般の報告をいたします。 

 去る６月１７日に第９１回全国市議会議長会定期総会が東京都千代田区日比谷公会堂で

開催され出席いたしました。関係資料につきましては事務局に保管いたしておりますので

必要に応じてごらんいただきたいと思います。 

 それでは本日の日程に入ります。 

 日程第１、会議録署名議員の指名を行います。 

 会議録署名議員は、会議規則第８８条の規定により、２０番 武田保幸君、１番 藤野

克彦君、２番 浪越憲一君を指名いたします。 

 次に日程第２、市政に対する代表質問を行います。 

 通告者はお手元にご配付の代表質問一覧表のとおり、通告は３件であります。 

 初めに美馬政友会、谷 明美君。 

◎１８番（谷 明美議員） 

 議長、１８番。 

◎議長（藤原英雄議員） 

 谷 明美君。 

［１８番 谷 明美議員 登壇］ 

◎１８番（谷 明美議員） 

 おはようございます。議長より発言の許可をいただきましたので、貴重な時間をいただ

きまして美馬政友会を代表し代表質問をさせていただきます。 

 まず１件目の自治基本条例についてです。我が美馬市は平成１７年３月に合併いたしま

して、はや１０年が過ぎ７月４日には市制１０周年の記念式典が挙行されることになって

おります。牧田市長におかれましては、この間その卓越した行政手腕のもと市民との共

創・協働を基本に市政運営に取り組まれ、これまで着実に成果を上げてこられました。そ

うした中、昨年度末に策定されました第２次美馬市総合計画において自治基本条例の制定

が盛り込まれたところでございます。 

 自治基本条例の制定については、平成１９年３月定例会において当時市議であられた藤

田元治県議が制定を提案され、市長は調査研究を深めながら本市にとってよりよい地方自

治の確立に向け、どのような手法で進めるのが最適であるか検討していきたいと答えられ

たと記憶しております。 

 自治基本条例については、平成１３年に北海道のニセコ町において、まちづくり基本条

例という名称で制定されて以来、現在では約３００団体で制定されていると伺っておりま

す。条例の内容といたしましては、情報共有や情報公開、市民参加や協議などの自治の基
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本原則、自治を担う市民・首長・議会及び市職員のそれぞれの役割と責任・計画・審議会

等への市民参加などが多くの自治体において定められていると伺っており、私といたしま

しては自治基本条例とは、まちづくりの理念や行政運営の基本原則を定めるとともに地域

の課題やまちづくりに関して誰がどんな役割を担い、どのような方法で取り組んでいくか

を明らかにするものであるというふうに認識いたしております。 

 一方、こうした条例の制定について、最近ではいろいろな意見が存在しているのも事実

でございます。そうした時期に自治基本条例の制定に着手されるには、市長のこの条例制

定に対する強い思いがあるのではないかと推察いたしているところでございます。そこで

まず美馬市が自治基本条例の制定に着手されるに当たった経緯についてお伺いいたします。 

 次に２件目のシニアパワー活用プログラム推進事業の現状についてです。総務省の資料

では、昨年１月現在の日本の人口は１億２，６４３万人で、昨年の同時期に比べると２４

万人の減少となり、平成２１年をピークに５年連続で減少しています。また６５歳以上の

老年人口は３，１７２万人と昨年に比べ７２万人の増加となっており、総務省が調査を開

始した平成６年から毎年増加している現実です。国立社会保障・人口問題研究所の推計で

は、我が国の人口は長期の人口減少過程に入っており、平成３８年、２０２６年に人口１

億２，０００万人を下回り、平成６０年、２０４８年には１億人を割って９，９１３万人

となり、平成７２年、２０６０年には８，６７４万人になると推測されています。総人口

が減少する中で高齢化率は上昇し、団塊の世代が７５歳以上となる平成３７年、２０２５

年には３，６５７万人に達すると見込まれています。 

 人口減少・高齢化の進展に伴い将来的な年金や医療・介護などの社会保障経費の増大、

また生産人口の減少に伴う経済成長の低迷などさまざまな課題が想定されるとともに、過

疎が進む地方では地域社会そのものの維持が困難になる懸念が指摘されています。 

 美馬市におきましても高齢化率は３４％となり、全国平均や県平均を大きく上回る状況

となっています。歯止めがきかない少子高齢化をどう止めていくか、社会保障や地域社会

をどう維持し働き手を確保していくか、人口減少を前提とした現実的かつ抜本的な対策が

求められており、国においても現在盛んに言われているまち・ひと・しごと創生長期ビジ

ョンの中で２０６０年を見据えた長期的展望として人口減少問題の克服を挙げているとこ

ろです。 

 こうした中で牧田市長は、高齢者の経験や能力をリタイア後も再び地域の中で生かし、

高齢者の生きがいづくりや健康づくり、また地域の活性化に結びつけるためシニアパワー

活用プログラム推進事業を打ち出し推進を図られております。現在の生産年齢人口の定義

において、労働力に相当するとされる年齢は６５歳未満でありますが、平均寿命の延びと

ともに健康寿命も延びてきました。また意識も変わってきています。 

 内閣府が団塊の世代を対象に実施した意識調査によれば、何歳から高齢者かという質問

に対して約８割の人が７０歳以上の年齢を答えています。シニアとはおおむね６０歳以上

の人を言うことですが、まだまだ働けるシニアの方は大勢います。社会保障費が年々増え

続ける中で、負担が重くなる若い世代の負担を少しでも軽減するためにシニアの人にもで

きるだけ社会保障制度を支える側に回ってもらう、労働の戦力になってもらうことは大切
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なことだと思っています。しかしながら健康状態には個人差があります。就労以外の第２

の人生を望む高齢者もおられます。その人に合った生き方を個人の状態に合わせて十分選

択できるような柔軟な社会づくりが求められていると思います。そういった点では市長の

進めるシニアパワー活用プログラム推進事業は、シニア世代の希望と企業や団体の需要を

マッチングさせ、双方の希望をかなえるとともに生きがいづくり、健康づくりなどに結び

つけるもので画期的なシステムではないかと思います。 

 そこで質問ですが、本年４月に組織としてシニアパワー 推進室が課内室から独立し、

無料職業相談所を開設したということでありますが、現在の状況についてお伺いしたいと

思います。 

 次に３件目として美馬市における消防の救急業務についてお尋ねします。より高度で複

雑な災害対応や救急サービスの向上が求められていますことから、昨年の１０月１日より

美馬市消防本部と美馬西部消防組合との共同で美馬地区消防指令センターの運用が開始さ

れているところでございます。 

 そこでお伺いします。さきのシニアパワー活用プログラム関連の質問でも触れましたが、

近年救急需要の増大に加え高齢化社会への取り組みやひとり暮らしの高齢者に対する対応

が求められているところでもあります。これらに対します美馬市における救急業務の出動

状況や対応についてどのようになっているのかお伺いいたします。 

 また最近音声告知放送によるドクターヘリの出動をよく耳にしますが、これにつきまし

てお伺いします。ドクターヘリには救急車での搬送が長時間を要するところを早期に医師

による治療が開始されるとともに設備の整った救命救急センターに搬送できることから徳

島県では平成２４年１０月から運用しているとお聞きしております。そこで運用について

ドクターヘリはどのような状況において出動されるのですか、また美馬市における利用状

況はどのようになっているのでしょうかお伺いします。 

◎企画総務部長（上谷敏也君） 

 企画総務部長。 

◎議長（藤原英雄議員） 

 企画総務部長、上谷君。 

［企画総務部長 上谷敏也君 登壇］ 

◎企画総務部長（上谷敏也君） 

 美馬政友会、谷議員さんからの代表質問のうち、私からは自治基本条例についてご答弁

させていただきます。自治基本条例の制定着手に至った経緯についてのご質問でございま

すが、自治基本条例につきましては、平成１３年４月に北海道ニセコ町でまちづくり基本

条例という名称で制定されて以降、全国的に制定する自治体が広がりを見せているところ

でございます。徳島県内におきましても鳴門市と三好市が既に制定されているところでご

ざいます。 

 また自治基本条例の位置づけ、概念についても市民、議会そして行政等が力を合わせて

まちづくりをしていく理念や原則を定める条例であるというふうに認識いたしております。

この背景には地方分権型社会への的確な対応ということがございます。地方分権改革は声
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高に唱えられて四半世紀が過ぎ、国と地方の関係についてもいろいろ議論もあるものの、

少しずつではありますが確実に分権の方向に向かっているというふうに考えてございます。 

 こうしたことから市民と議会、そして行政等が情報を共有し合意形成を図りながら地域

のことは地域で考え、地域で解決していくという意識の醸成と仕組みづくりが今後ますま

す重要になってまいります。こうした中で市民と議会、そして行政等が本市のまちづくり

を行っていく上で共通の羅針盤といったものが必要であり、それを条例という形であらわ

す時期が来ているとの考えから自治基本条例の制定に着手したところでございます。 

 こうした市政運営の概念につきましては、平成１７年の本市発足時から試みてきたとこ

ろでございまして、合併直後の平成１７年に策定いたしました行財政システム改革の基本

方針に始まり、平成１８年度には本市のまちづくりの最上位計画である美馬市総合計画を

策定し、その基本構想の中で共創・協働を基本理念と定め取り組んでまいったところでご

ざいます。 

 一方、既に制定された他の地方自治体の自治基本条例について、その内容に疑問を呈す

る意見があることも承知いたしております。しかしながら自治基本条例の制定については、

それぞれの地方自治体において地方分権の受け皿として体制を整備していくという意思表

示を行う面もあるというふうに考えてございます。またそれに加えまして、全国的に展開

されている地方創生の取り組みについて、本市での推進を加速させていく上においても効

果的であり、こうしたことから今後十分に検討しながら本市ならではの条例を策定してま

いりたいと考えております。 

◎保険福祉部長（緒方利春君） 

 保険福祉部長。 

◎議長（藤原英雄議員） 

 保険福祉部長、緒方君。 

［保険福祉部長 緒方利春君 登壇］ 

◎保険福祉部長（緒方利春君） 

 続きまして私のほうからは、シニアパワー活用プログラム推進事業について現在の状況

はどうなのかというご質問にお答えさせていただきます。 

 シニアパワー活用プログラム推進事業につきましては、社会活動がしたい、仕事がした

い、生きがいを見つけたい、このような希望を持っている元気なシニア世代の方に生き生

きと活動できる場の提供や就労を支援するシステムでございまして、シニア世代の方々が

これまで培ってこられた豊富な知識・経験を再び地域で活用していただくことで健康な長

寿社会の実現を目指すものでございます。ご承知のとおりこの事業につきましては本市の

重点施策の１つとして取り組んでおります。昨年から推進体制の整備のため無料職業紹介

所の開設に向け準備を進めるとともに、市内の事業所、また各種団体への事業説明などを

実施してきたところでございます。そして４月にはシニアパワー推進室内に無料職業紹介

所を開設し、仕事がしたい、あるいは社会活動がしたいというシニア層の方々、いわゆる

供給側と事業所や各種団体などの需要側双方の募集・登録を行っているところでございま

す。現在、生きがい就労の分野では供給側のシニアの方の登録が８名、需要側では店舗や
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福祉施設など９件の登録がございまして、マッチングに向けて順次職業紹介の調整を行っ

ております。また社会参加関連分野では、ボランティアに６団体の登録がございまして、

福祉施設等への慰問ボランティアを計画し実施に向けて協議中でございます。 

 シニアパワー活用プログラム推進事業につきましては、まだ事業に関心を示していただ

けていないという現状であろうかと考えておりまして、引き続き市民の皆様や事業所等へ

周知を図っていく必要があると考えております。 

◎消防長（岡本博久君） 

 消防長。 

◎議長（藤原英雄議員） 

 消防長、岡本君。 

［消防長 岡本博久君 登壇］ 

◎消防長（岡本博久君） 

 美馬政友会代表質問の谷明美議員さんの美馬市における消防の救急業務についてお答え

いたします。 

 最初に救急業務の出動状況や対応についてのご質問でございますが、美馬市消防本部管

内での救急業務の状況につきましては、高齢化などの影響により出動件数は平成２２年か

ら増加の傾向であり、平成２６年中の救急出動件数は過去最高の１，１７３件となってお

り、これに伴います搬送人員につきましては１，１３１人を救急搬送しております。 

 この搬送された方を年齢別に見てみますと、０歳から６歳までの新生児・乳幼児が２２

人、７歳から１７歳までの少年少女が３８人、１８歳から６４歳までの成人が３５１人、

６５歳以上の高齢者が７２０人となっております。 

 ６５歳以上の高齢者の救急搬送が全体の６４％を占めている状況であり、今後につきま

しても高齢者の方の救急需要が増加することが考えられるところでもございます。 

 またひとり暮らしの高齢者の方に対します救急対応につきましては、救急搬送後直ちに

傷病者の重症度、搬送先医療機関などを市の生活福祉課へ連絡する体制をとっており、実

施も行っているところでございます。今後とも関係機関との連携を密に行い、高齢者の方

が安心して安全な暮らしが送れますよう努めてまいりたいと考えております。 

 次にドクターヘリに関するご質問でございますが、ドクターヘリは交通事故における重

度の外傷患者や心筋梗塞、脳卒中などの急病に有効であり、救急車での搬送が長時間を要

するところを医師により早期に現場での治療や診断が開始されます。これにより治療開始

時間や搬送時間が短縮できるとともに、設備の整った救命救急センターに搬送することが

でき、救命率の向上や後遺症の軽減につながるものと考えられます。徳島県におきまして

は徳島県立中央病院を基地病院として平成２４年１０月から運用を開始し、平成２５年４

月からは関西広域連合へ業務移管され広域救急医療体制の充実が図られているところでご

ざいます。 

 出動要請の方法につきましては、１１９番通報の内容により消防指令センター職員が重

症と判断した場合や、現場において救急隊が早期に高度治療が必要と判断した場合に基地

病院の運航管理室へホットラインにてドクターヘリの出動要請を行っております。 
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 また消防指令センターから出動要請し、救急現場直近のランデブーポイント（離着陸

場）までの飛行時間につきましては、本市の場合２０分程度で到着している状況でござい

ます。なお美馬市消防本部管内におけるドクターヘリのランデブーポイントにつきまして

は現在２３カ所の選定をしているところでございます。 

 最後に美馬市消防本部管内における利用状況につきましては、平成２５年が８８件、平

成２６年につきましては７２件の出動要請を行っており、利用状況につきましては、いず

れの年も県下で最も多い利用となっております。 

◎１８番（谷 明美議員） 

 議長、１８番。 

◎議長（藤原英雄議員） 

 １８番、谷 明美君。 

［１８番 谷 明美議員 登壇］ 

◎１８番（谷 明美議員） 

 それぞれご答弁いただきありがとうございました。３点ほど再問させていただきます。 

 まず１点目として自治基本条例についてですが、自治基本条例が美馬市の今後の市政運

営に係る市長と議会、そして行政などの共通の羅針盤となるものであり、地方分権の受け

皿づくりとしても欠かせないものであるということはわかりました。地方分権政策につい

てはまだまだという感もございますが、さすが美馬市だなと全国から評価されるような条

例になればと願っております。そこで今後の予定といいますか、どのように制定作業を進

めていかれるのか、この点についてお伺いしたいと思います。 

 次に２点目としてシニアパワー活用プログラム推進事業についてですが、４月に無料職

業相談所を開設し供給側、また需要側の登録を募集しているとのことですが、作成されて

いるリーフレットを見てみますと、市が実施した意識調査では、高齢者が安心して暮らせ

る社会を築くためにはどのようなことに力を入れるべきかという質問に対して、４割近い

人が生きがいづくりや働く場の充実と答えています。このような結果を見る限り潜在的な

事業へのニーズはあるものと思われますので積極的に推進を図ってほしいと思います。 

 また市長は、四国のまほろば美馬市を目指し各種の施策を実施していく中で、子ども、

高齢者、地域活力の３つのキーワードを挙げ、重点的に推進を図っていくこととされてい

ます。シニアパワー活用プログラム推進事業については、この３つのキーワードのうち高

齢者施策を実施していく上での重点施策と思います。その人にとっての生きがいはさまざ

まです。仕事が生きがいという人もいれば、趣味を生きがいにする人、ボランティア活動

の中に生きがいを見出す人もいるでしょう。その人の希望に合った生きがいを持って活動

することは、健康づくりにも地域の活性化にも結びつき、いろいろな成果が上がるものと

思います。そしてその成果は高齢者の皆様が健康で生き生きと暮らせるまちづくりに結び

ついていくと思っていますので、今後の事業展開に期待したいと思います。そこで今後の

この事業への取り組みについてお伺いさせていただきます。 

 最後に３点目といたしましてドクターヘリについてですが、現在美馬市消防管内には２

３カ所のランデブーポイントが指定されているとのことですが、この箇所数で管轄内全域
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のカバーができているのでしょうか、また今後において増設する計画はあるのでしょうか。

美馬市におきましては救急医療だけでの問題ではなく、地震や台風などの自然災害におけ

る孤立化も心配されます。このことなどにも対応できるヘリポートの整備が必要ではない

かと考えております。以上３点についてご答弁をお願いし、代表質問を終わりたいと思い

ます。 

◎市長（牧田 久君） 

  議長。 

◎議長（藤原英雄議員） 

 牧田市長。 

［市長 牧田 久君 登壇］ 

◎市長（牧田 久君） 

 ただいま１８番、美馬政友会の代表質問で谷議員さんから再問がございました。自治基

本条例の制定に係る今後の進め方についてということでございますが、私からはこの点に

ついてお答え申し上げたいと思います。 

 この条例につきましては、本市における自治の基本理念、市政運営の基本原則、そして

市民の市政への参画、市民間の協働の仕組みなどの公共的活動のルールなど本市の自治に

関する基本的な事項を定めまして今後の本市の自治の基礎とすることを想定いたしており

ます。このために条例案の策定に当たりましては、自治の担い手でございます市民の皆さ

んとともに行っていく必要があると考えております。策定に係る組織といたしまして自治

会の関係者の方々、そして地域活動の担い手として活動していただいている皆さん及び公

募いたしまして市民の皆さんからご参加いただきまして、これらの方々のご参加による市

民会議的なものを設置いたしたいと考えております。 

 そのための準備作業を庁内の関係部局による調整組織において行っておりまして、本年

８月をめどに市民会議を発足させまして、さまざまな角度からご議論いただき、議会にも

ご報告させていただきながら市民会議での議論をもとに本年度中には素案として取りまと

めを行ってまいりたいと考えております。 

 またその後につきましてはパブリックコメント等の手続を経ました後、来年６月をめど

に条例案として提案させていただきたいと考えておる次第でございます。 

◎保険福祉部長（緒方利春君） 

 保険福祉部長。 

◎議長（藤原英雄議員） 

 保険福祉部長、緒方君。 

［保険福祉部長 緒方利春君 登壇］ 

◎保険福祉部長（緒方利春君） 

 シニアパワー活用プログラム推進事業の今後の取り組みについての再問でございますが、

前段にも申し上げましたが、この事業につきましては市民の皆様、また事業所等への周知

が必要と考えておりまして、広報紙への掲載はもとより広報みまＴＶを活用しＰＲを行っ

ていく予定でございます。また市が開催いたします出前講座や各種会合の場におきまして
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も広く周知を図ってまいりたいと考えております。こうした周知を図る中でシニア層の声

を事業に反映し、関係する機関や事業所からも情報を収集するなど本事業の裾野の拡大に

も努めてまいりたいと考えております。 

 議員ご指摘のように市がまちづくりを進める上で掲げております３つのキーワード、子

ども、高齢者、地域活力の中で本事業は高齢者の施策を推進する上での重点施策に位置づ

けをしております。この事業が軌道に乗り、生き生きとした高齢者が増えていくことは地

域にとりましても安心できる生活を送れるということでございまして、本当に住んでよか

ったと思えるまちづくりに近づいていくのではないかと考えております。 

 今後、事業を定着させることにより生きがいづくりや健康づくり、また地域コミュニテ

ィの活性化などにつなげ、高齢者の皆様が生き生きと健やかに暮らせるまちづくりを進め

てまいりたいと考えておりますので、議員各位を初め市民の皆様のご理解、幅広いご協力

をお願い申し上げます。 

◎消防長（岡本博久君） 

 消防長。 

◎議長（藤原英雄議員） 

 消防長、岡本君。 

［消防長 岡本博久君 登壇］ 

◎消防長（岡本博久君） 

 ドクターヘリについて現在指定されているランデブーポイントの数で美馬市消防本部管

内がカバーできているのか、また増設の計画はあるのかとの再問でございますが、美馬市

消防本部管内におきましては、山間部においてランデブーポイントが必要であると考えて

おり、増設について現地調査などを行い検討を行っているところでございます。ですが、

ランデブーポイントまでの道路状況や離着陸場の広さ、送電線や樹木などの障害物の有無、

さらに養鶏場への影響など環境面でさまざまな課題があり、候補地選定に苦慮していると

ころであります。しかしながら医師による早期治療の重要性は十分認識しており、ランデ

ブーポイント追加に対する問題解決に向けて、さらなる現地調査や関係機関との協議を進

めてまいりたいと考えております。 

 次に議員ご指摘の地震や台風などの自然災害の際にも対応可能なヘリポートの整備につ

きましては、平成２４年１０月に県事業としまして、災害時に孤立するおそれがある木屋

平地域に災害派遣やけが人搬送といった救助活動、救援物資の供給などを目的とした川上

ヘリポートの整備がなされているところでございます。 

 なお今後につきましても本市にこのようなヘリポートの整備が図られますように関係機

関との協議を進め、市民の皆様が安心で安全な暮らしが送れますよう努めてまいりたいと

考えておりますので、ご理解をお願いしたいと思います。 

◎議長（藤原英雄議員） 

 次に、みま創明会、藤野克彦君。 

◎１番（藤野克彦議員） 

 議長、１番。 
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◎議長（藤原英雄議員） 

 藤野克彦君。 

［１番 藤野克彦議員 登壇］ 

◎１番（藤野克彦議員） 

 おはようございます。議長に発言の許可をいただきましたので通告のとおり子育て支援

の取り組みについて、みま創明会の代表質問として３項目の質問をさせていただきます。

よろしくお願いいたします。 

 今、日本は世界的にも最も少子化の進んだ国と言われており、過去数十年をさかのぼっ

ても合計特殊出生率は人口を維持するのに必要な水準を下回ったまま、ほぼ一貫して下が

り続けております。好転する気配の見えない中、国も５０年後に１億人程度の人口構想の

保持という目標達成に向けようやく総合戦略が動き出したところであります。 

 本市におきましても美馬市版人口ビジョン、総合戦略の骨子がまとまりつつあり、雇用

の創出や所得の増加、美馬市への流入人口の増加、若い世代の結婚・出産・子育ての希望

をかなえる施策等が盛り込まれると思いますが、人口減少の対策として１つには集中的な

取り組みと長期展望に立って少子化のトレンドを変えていかなければならないというふう

に言われております。少子化社会は地域・企業・国にとっても地域や社会の担い手の減少、

現役世代の負担の増加、経済や市場規模の縮小や経済成長率の低下を招き、地域・企業・

国家に至るまで多大な影響があります。 

 そうした危機的状況にあることを踏まえ、結婚や子育てのしやすい環境づくりを今以上

に進めていかなければならないと考えておりますが、今回の質問では国の動向も勘案しな

がら子育て支援に関する美馬市のお考えをお伺いしたいと思います。 

 まず子どもや子育てを取り巻く全国的な課題として、核家族化や都市化による家庭の養

育力の低下、以前は親族や近隣から得られていた支援や知恵が得られにくく、育児の孤立

や負担感が大きいこと、家庭生活との両立が困難な職場のあり方、結婚や家族に関する意

識の変化、若年失業の増大など若者の社会的自立を難しくしている社会経済状況といった

問題が指摘されております。また待機児童問題、児童虐待問題の深刻化、放課後児童クラ

ブ、放課後子ども教室等の不足による小１の壁の問題があります。 

 こうした状況を踏まえ、国においては少子化社会対策会議において平成２５年６月、少

子化危機突破のための緊急対策の方針が提示され、その対策の柱として３本の矢で推進す

ることが決定されております。まず１本目の矢は子育て支援であります。具体的な強化内

容として、子ども・子育て支援新制度の円滑な施行、待機児童解消加速化プランの推進、

多子世帯への支援、地域・職場の子育て支援ネットワークの構築が挙げられております。 

 ２本目の矢は働き方改革であります。具体的な強化内容として、子育てと仕事の両立支

援、中小企業の両立支援の促進、企業における女性登用の促進、男性の働き方の見直しが

挙げられております。 

 最後に３本目の矢は結婚・妊娠・出産支援であります。具体的な強化内容として結婚・

妊娠・出産支援の全国展開、妊娠・出産等に関する情報提供、地域の相談支援拠点づくり、

産後ケアの充実、地域医療体制、不妊治療に対する支援が挙げられております。 
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 また少子化社会対策基本法に基づく総合的かつ長期的な少子化に対処するための施策の

指針として少子化社会対策大綱が平成１６年、平成２２年に続き平成２７年３月に閣議決

定され、さまざまな施策の推進が図られているところであります。 

 さらに子ども・子育て支援新制度として子ども・子育て支援法、認定こども園法の一部

改正、子ども・子育て支援法及び認定こども園法の一部改正法施行に伴う関連法律の整備

等に関する法律、いわゆる子ども・子育て関連３法が本年４月から本格施行されておりま

す。一方、徳島県におきましても平成２６年１０月、徳島県少子化対策緊急強化基金を創

設し、結婚・妊娠・出産・子育て等の各段階に応じた支援、その他の次代の社会を担う子

どもを安心して産み、育てることができる環境整備の推進に努めるとされております。 

 こうした国や県の動向を踏まえ、美馬市におきましても子ども・子育て支援新制度に基

づき平成２５年６月、子ども・子育て会議を設置し、これまで７回にわたり会議を開催さ

れ、平成２７年３月、計画期間を平成２７年から平成３１年とした美馬市子ども・子育て

支援事業計画が策定されました。この計画に基づき美馬市におきましてもさまざまな施策

が展開されることと存じますので、これらに関連した子育て支援施策に関しまして３点ほ

どお伺いいたします。 

 １点目は保育士の確保についてであります。近年保育士への夢を持つ若者が多いにもか

かわらず、どの自治体においても正規職員、臨時職員ともにその確保に苦慮していると聞

き及んでおります。美馬市においては幼稚園、保育所の再編整備を認定こども園による再

編整備として推進されておりますが、今後の保育サービスを提供する上で保育士をどのよ

うに確保されるかお伺いいたします。 

 また現在は職場を離れている潜在保育士や資格取得を目指している保育士の卵の皆さん

への早い段階からの対応等も必要と思われますが、あわせてお伺いいたします。 

 ２点目は産後ケアについてであります。子ども・子育て支援として妊娠・出産・育児は

切れ目のない支援を講じなくてはなりません。その中でも出産前と出産直後への支援の充

実が求められております。特に出産後は慣れない育児疲れなどにより精神的に不安定にな

る傾向があり、休養や周りのサポートが必要になります。しかし女性の晩婚化による出生

年齢の高さや核家族化に加え、地域の交流が少なく孤立化等で不安を抱えたまま育児をし

ていることが多くなっております。良好な母子関係を形成するためにも母親への精神的、

身体的なサポートは必要不可欠です。そこで産後ケアの現状と今後の取り組みについてお

伺いいたします。 

 ３点目は親子で気軽に出かけられる遊び場の確保についてであります。美馬市が子ど

も・子育て支援事業計画を策定するに当たり、平成２５年度に就学前児童及び小学生の保

護者に対して美馬市子ども・子育て支援に関するアンケート調査を実施されております。

このアンケート調査での設問のうち、子育て環境充実のために美馬市に期待することでは

就学前児童では４３．２％の方が親子連れで出かけやすく、楽しめる場所を増やしてほし

いと望んでおられます。また美馬市での子育てのしやすさについては子育てしやすいまち

だと思うと回答された方が３８．４％おいでる反面、１８．３％の方が子育てしやすいま

ちだとは思わないと回答され、その理由として公園や児童館など子どもの遊び場が少ない
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と回答された方が６２．６％おられます。こういった調査結果を踏まえ美馬市の遊び場の

現状と今後の取り組みについてお伺いいたします。 

◎保険福祉部長（緒方利春君） 

 保険福祉部長。 

◎議長（藤原英雄議員） 

 保険福祉部長、緒方君。 

［保険福祉部長 緒方利春君 登壇］ 

◎保険福祉部長（緒方利春君） 

 みま創明会、藤野議員さんからの代表質問で、子育て支援の取り組みについて３点ご質

問いただきましたので順次お答えさせていただきます。 

 まず１点目の保育士の確保はどのようにされているかというご質問でございますが、本

年４月より子ども・子育て支援新制度が本格実施されておりまして、現在美馬市が進めて

おります幼保連携型認定こども園には保育士資格と幼稚園教諭免許の両方を持った保育教

諭が必要となります。そこで平成２５年度の職員採用試験から保育士・幼稚園教諭の受験

資格につきまして、保育士資格及び幼稚園教諭免許の両方を有する者とし、計画的に採用

しているところでございます。 

 なお現在、認定こども園及び幼稚園に勤務する保育士、幼稚園教諭のうち、どちらかの

資格・免許しか有していない者につきましては四国大学が西部スーパーサテライトオフィ

スで実施いたします保育士資格及び幼稚園教諭免許状取得特例講座等を利用し、国の経過

措置期間であります５年以内に順次両方の資格を取得させることといたしております。 

 また近年の保育ニーズや子ども・子育て支援新制度により保育の量的拡大が図られる中、

資格を有しているにもかかわらず現在職場を離れておられる方々の掘り起こしと職場復帰

を促すため、本年度、徳島県潜在保育士職場実践訓練事業を各保育所で実施することとい

たしております。 

 一方、四国大学との地域連携協定を締結していることから、保育士を目指す四国大学生

が実施します子ども・子育て交流イベントを受け入れ、イベントを通じて早い段階から交

流を図り、なお一層連携を深めるとともに各大学からの保育実習生を率先して受け入れす

ることにより幅広く交流してまいりたいと考えております。今後とも保育ニーズ等を考慮

し、関係機関との連携を密にしながら保育士の確保に努めてまいりたいと考えております。 

 次に２点目の産後ケアの現状と今後の取り組みについてのご質問でございますが、近年

の出産・育児の傾向といたしまして議員ご指摘のとおり妊婦の出産年齢が高齢化し、家族

のケアが望めない、また核家族化が進む中で近所や地域での交流が薄れ、育児に対して身

近に頼れる人がいないなど孤立した母親が増加していると言われております。 

 本市における産後ケアの現状についてでございますが、現在母子保健事業といたしまし

て乳幼児の各種集団健診を行っておりますが、それに合わせまして育児や出産後の母体の

健康相談等も行っております。 

 また母子訪問指導事業として保健師などが新生児の家庭全戸を個別訪問し、母と子両方

の健康面や家庭における生活面のチェックを行い、健康管理の指導や相談などを行ってお
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り、メンタル面を含めた疾病予防また育児に対する不安の軽減を図っております。 

 また母子教室相談事業といたしまして、出産を控えた夫婦を対象としたパパママ教室や

乳幼児と保護者を対象としたキッズルームを開催しております。このパパママ教室では出

産育児に関する知識や情報を提供することで育児不安の解消、また夫の育児に対する意欲

や認識の向上を図っております。これらの教室を通じまして出産・育児という同じ体験、

環境にある母親同士の交流も生まれ、育児に関する悩みなど日常的な情報交換や相談など

も行われております。 

 今後の産後ケアに対する取り組みについてでございますが、核家族化や少子化などの進

行によりまして母親自身も自分が出産するまで赤ちゃんと接する機会が少なく、初めての

経験である子育てに大きな不安を抱いております。また出産により心身ともに大きな負担

がかかり、回復までには相当の時間が伴います。その不安や負担を少しでも軽減できるよ

う妊娠初期より保健師や管理栄養士に相談できる体制をとっております。今後も母子との

信頼関係を一層高めるとともに医療機関や助産師会など関係機関との連携を強化し、妊娠

から出産、育児期においての母と子を支える事業として心と身体の両面をきめ細かくサポ

ートできるよう産前・産後ケアの充実に努めてまいりたいと考えております。 

 次に３点目の子どもの遊び場の現状と今後の取り組みについてのご質問でございますが、

現在、子どもすこやか課のほうで管理しております子どもの遊び場は市内に１８カ所ござ

います。遊び場の規模や遊具の設置状況につきましては、さまざまでございますが、主に

ブランコ、滑り台、鉄棒等が設置されており、その全てが合併以前に旧町村で整備された

ものでございまして設置からかなりの年数が経過しており、遊具等の老朽化が懸念されて

いるところでございます。 

 また全国的に見てみますと遊具での死亡事故を含む負傷事故が増加傾向にあると言われ

ております。そこで遊具につきましては毎年専門業者へ委託し、安全性の点検を実施して

おり、点検結果でさびや腐食等が見られた場合には修繕等を行い利用者の安全確保に努め

ているところでございます。 

 こうした状況の中、子育て支援を進める上で子どもたちが安心して遊ぶことのできる遊

び場の確保は重要であると認識しているところでございます。今後遊び場の現状や利用状

況等も勘案し、安心して遊ぶことのできる遊び場の確保について検討を進めてまいりたい

と考えております。 

◎１番（藤野克彦議員） 

 １番。 

◎議長（藤原英雄議員） 

 １番、藤野克彦君。 

［１番 藤野克彦議員 登壇］ 

◎１番（藤野克彦議員） 

 子育て支援の取り組みについて質問いたしました３点について前向きなご答弁をいただ

き子どもを育てる親の一人として意を強く持ったところでございます。 

 保育士の確保につきましては、潜在保育士の掘り起こしや保育士を目指す大学生のイベ
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ントを活用して交流を図ることなど近年の保育ニーズの高まりにも十分対応されていると

の認識が持てます。 

 また産後ケアにつきましても新生児の家庭を個別訪問、パパママ教室等の開催によって

育児不安を解消することや育児に対しての意欲を高める取り組みを行っており、今後とも

産前・産後ケアの充実をしていただきますようよろしくお願いいたします。 

 さて３点目に質問いたしました親子で気軽に出かけられる遊び場の確保について少し掘

り下げて、具体的な提案も含め再問させていただきたいと思います。先ほど申し上げまし

たように美馬市子ども・子育て支援計画策定の際に実施した保護者へのアンケート結果で

は、子どもの遊び場が少ない、気軽に子どもと遊べる場所を増やしてほしいという意見が

多くありました。そのような中、去る５月１４日に育児をしている母親を中心とする３，

２００名余りの署名をお預かりし、ショッピングセンターパルシーを活用した複合施設の

基本計画に、天候に関係なく子どもたちを遊ばせることのできるスペースや育児をする保

護者が交流できるスペースを確保してほしい旨の要望書を提出いたしました。 

 パルシーの施設につきましては、本市の中心地でもあり、美馬・穴吹からもアクセスし

やすい立地条件であり、この整備計画に子どもたちの遊び場に加え保護者の交流の場を計

画していただくとともに、将来的には育児相談等も含めた子ども・子育てに係る多機能施

設へと発展させていただきたいと考えております。要望書に署名いただきました３，２０

０名余りの方々の思いを込めて、ぜひ前向きな答弁をお願いし再問といたします。 

◎市長（牧田 久君） 

 議長。 

◎議長（藤原英雄議員） 

 牧田市長。 

［市長 牧田 久君 登壇］ 

◎市長（牧田 久君） 

 １番、みま創明会の藤野議員さんから再問をいただきました。この件につきまして私の

ほうからお答え申し上げたいと思います。 

 脇町地区の複合施設を整備するに当たりまして、親子で気軽に楽しめる場所や育児をす

る保護者が交流できるスペースを確保できないかというご質問でございます。脇町地区の

複合施設整備につきましては、本年１月から美馬市脇町地区複合施設検討委員会を設置い

たしまして専門的な知見や文化団体、利用者団体からのご意見をいただき、去る４月２２

日に報告書をいただいたところでございます。 

 その報告書では合併から１０年が経過し、新しい市のコミュニティがさまざまな形で形

成されつつあり、新たに一体感を持ったコミュニティ、市全体でまとまりのある文化活動

やイベント等に対応できる総合的な複合施設が必要であるとの報告でございました。さら

にこの建物は脇町地区の中心的市街地に位置しておりますことから、脇町市民サービスセ

ンターや公民館機能などを集約することによりましてワンストップサービスの確保ができ

るというふうに考えております。 

 ご質問の脇町地区の複合施設に子どもや育児をする保護者が交流できるスペースの確保
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について、これを併設できないかというご質問でございますが、脇町地区の複合施設につ

きましては、市民の皆様の身近な活動場所である文化・芸術の交流拠点を整備することに

加えまして、２階部分を活用いたしまして市民の皆様に気軽に来ていただけます図書館も

整備する予定といたしております。 

 この図書館を従来の図書館利用に加えまして、特に幼児から就学前までの子どもと保護

者の皆さんが気軽に利用できるように計画いたしまして、読み聞かせなど図書を通した親

子の触れ合いや利用者同士の交流などを通じて子育て支援にもつながるような子ども図書

館も併設いたしたいと考えております。子ども図書館部分は、絵本を見たり親子で一緒に

楽しんだり、また友達の家族やその場で一緒になった家族が子育ての体験談を話したりす

る、そのような触れ合い交流ができます屋根のある公園としての子ども図書館を目指して

まいりたいと考えております。さらに将来的には、子ども図書館に併設いたしまして育児

相談やあるいは一時預かりなど多機能な子育て支援の施設として発展させてまいりたいと

いうふうに考えているところでございます。 

 脇町地区の複合施設の整備に当たりましては、幼児から高齢者まで市民の皆様に幅広く

利用していただきますとともに、人が集い交流が生まれる魅力ある施設となるようにしっ

かりと取り組んでまいりたいと考えております。 

◎１番（藤野克彦議員） 

 １番。 

◎議長（藤原英雄議員） 

 １番、藤野克彦君。 

［１番 藤野克彦議員 登壇］ 

◎１番（藤野克彦議員） 

 丁寧なご答弁ありがとうございました。美馬市で現在子育てや出産を控えた方々にとっ

ては、明るい希望の見える非常に心強い答弁であったかと思います。 

 最後に代表質問のまとめをさせていただきたいと思います。 

 国全体で見れば出生率は軒並み前年比マイナスとなる自治体が多い中で、早い段階から

少子化対策に真剣に取り組み、子育てのしやすい環境を整備する努力を地域全体で行って

きた結果、高い出生率を保ち、あるいは出生率の上昇した自治体も実際に存在しておりま

す。そうした実例を鑑みますと、本市もこれまでに子育て支援事業として早期から多くの

行政サービスが行われており、市民から満足を得ている事業もたくさんありますが、もう

少し拡充の必要な事業等がアンケートや署名などからも得られていると思います。この部

分につきまして、先ほど来ご答弁いただきました子ども図書館や、将来的に育児相談や一

時預かりなどの子ども・子育てに係る多機能施設へと発展させていただく計画は、現在子

育てをしている市民の皆様にとって最もニーズの高いものでございます。出産前や乳幼児

を抱える保護者の皆様にとっては、子育ての孤立化を解消するだけではなく精神と体を休

ませる場所になり、子育てのストレスを緩和することができるようになります。また保護

者同士が交流して子育ての相談や悩みを共有することができれば、子育てのさまざまな不

安も少なくなっていくと思います。ぜひ早期の実現をよろしくお願いいたします。 
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 さらにパルシーを活用した複合施設が子ども・子育ての支援施設に加え、歴史のあるう

だつの町並みと調和のとれた文化芸術の拠点として、観光客には情報発信の基地として、

また新しいコンテンツを創造し得る若い人材の集まる拠点となっていく仕組みを取り入れ

ていただきまして、長年にわたり市内外のあらゆる世代の方々にも愛される施設となるよ

う重ねてお願いいたします。働きながら安心して子育てができる環境づくり、結婚を応援

する環境づくり、企業の子育て応援の環境づくり、家庭や地域が協力して子育てを支え合

う環境づくりなど、行政による支援の充実や温かい地域社会を醸成していくことによって

若い世代が結婚・妊娠・子どもと子育てに対してもっと前向きに考えられるようになるこ

とが、ひいては美馬市の人口維持につながっていくことになると信じております。 

 以上で、みま創明会の代表質問を終わります。答弁は結構です。ご清聴ありがとうござ

いました。 

◎議長（藤原英雄議員） 

 ここで議事の都合により１０分程度小休いたします。 

小休 午前１１時０４分 

                                         

再開 午前１１時１３分 

◎議長（藤原英雄議員） 

 小休前に引き続き会議を開きます。 

 ここでお断りをいたしておきます。次に行う代表質問が１２時を過ぎることが予想され

ますが、質問・答弁が終わり次第昼食休憩といたします。 

 次に剣の会、井川英秋君。 

◎１０番（井川英秋議員） 

 １０番。 

◎議長（藤原英雄議員） 

 １０番、井川英秋君。 

［１０番 井川英秋議員 登壇］ 

◎１０番（井川英秋議員） 

 おはようございます。若い、はつらつとした議員さんの後で質問するのは、なかなかや

りにくうございます。議長の許可がおりましたので、剣の会を代表いたしまして私の質問

の時間とさせていただきます。 

 まず初めに代表質問の機会をいただいた会派の仲間には、心から感謝申し上げたいと思

います。３月議会において代表質問の機会をもらいながら、自分の不注意によりインフル

エンザにかかり、やむなく中止いたしましたことに関しおわび申し上げたいと思います。 

 今日の質問は、どちらかと言えば美馬町中心の質問でございます。前回は木屋平、剣山

中心の質問をいたしましたので、三宅議員さんには、まことに申しわけございませんけど、

今日は美馬町中心の代表質問とさせていただきます。 

 今日は３月議会において行う予定の質問が主ですので、前段の挨拶を含めてお伺いする

点があると思いますが、ご理解いただきご協力をよろしくお願いいたしたいと思います。 
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 さて、６月に入り本格的な梅雨の季節になり、雨と暑さで憂鬱で体が疲れる日々が続き

ます。しかし、私も議会議員の一人としてこの場に立たせてもらっている以上、私なりの

精いっぱいの質問をしたいと思っております。 

 さて、国のほうも戦後７０年を迎え大きく変わろうといたしております。安全保障関連

法案の審議では、安倍内閣が学者やマスコミを大きく巻き込み大変揺れております。大き

な判断の違いで大変揺れております。さて、その結果どのようになるのでしょうか。私も

大変関心を持って日々テレビを見ております。また、国民の働き方を変える労働者派遣法

案、また年金問題では、近ごろ少し安心・安定してきたと思ったやさきの年金情報流出問

題により大問題になっております。今日の徳島新聞で、徳島県内でも６，９２４人の流出

があったと発表されておりました。また、今は少し静かですが、ＴＰＰの問題、これもも

うすぐ国民を巻き込んだ議論になることでしょう。今朝インターネットを見ていると、Ｔ

ＰＡ法案ですね、アメリカの大統領に権限を一任するという法案がアメリカの上院で可決

されそうだというようなことが載っておりました。アメリカの方針が決まれば、このＴＰ

Ａ問題はすごく加速するのではないかと思います。 

 また、景気が少し上向けば消費税問題、今度は待ったなしでございます。私たち地方に

住む人間だから他人ごとみたいに発言しているようでは本当にいけないように思います。

このような問題には常に関心を持ち、常に研究、勉強する必要があると思います。国の決

めたことは、私たち国民一人一人にずっしりとはね返ってきますので、常に関心を持って

取り組むべきと考えます。 

 さて、話を美馬市の問題に移したいと思います。まず今年度３月議会において合併以降

最大の予算、一般会計で２１５億円が計上され可決されました。合併１０年目で、今まで

計画してきた大型事業が本格的な取組期間に入ったということで、予算が増えた最大の要

因になっているのが現状だと思います。今計画している事業を全部取り組むようになる来

年は、もっと厳しく考えなくてはならない年になるかもしれません。我が市においても地

方創生関連事業に取り組むことも必要でございます。予算計上はここ一、二年が本当に大

変だと思います。しかし、まちの基盤強化のためにはしっかりと見きわめて、進める施策

はしっかりと進めていくべきと考えております。 

 市長も３月議会の所信表明の中で、同僚議員の一般質問の答弁で予算計上の苦しさも言

われており、また総合計画の趣旨の中で、今後は社会情勢の大きな変化が予想されると思

い、的確に時をつかみなお一層の行財政改革に取り組み、効果的な行財政運営を進めてい

くと言われておりますので安心しております。市長も予算を減す苦しみより、案外増やさ

なくてはならない苦しみや悩みのほうが多いような感じに私には映っております。市長の

心の内はどうでございますか。また今日答弁の機会がございましたら、その点も教えてほ

しいと思います。 

 さて、今日の本題の質問に入りますが、今日の質問は通告書での案内のとおり主に２件

でございます。第１点目は、まちづくり計画についてお伺いしたいと思います。今度出さ

れた美馬市総合計画の中で計画されている３事業についてお伺いいたします。今日聞く３

件は、同じ地区での事業と考えますのでセットでお伺いいたしたいと思います。 
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 １件目は、歴史と伝統の継承と保護政策の中で郡里廃寺の歴史郡里廃寺跡の史跡整備に

ついてお伺いいたします。この郡里廃寺跡調査については、昭和４２年から始まり、もう

５０年の月日が美馬町時代から史跡公園整備を目的として調査研究をやってきたと理解し

ておりますが、今後どのような形になるのか行政側の知り得ることを教えてほしいと思い

ます。今の状況で将来ずっとあのまま置いておくのか、何か手を加えて昔の時代を復元す

るのか、また国の方針は今度どうなのか、またその点もお伺いしたいと思います。 

 美馬町時代から廃寺跡をどのようにするか議論を多くしてきたように思います。あそこ

へ五重の塔を建てるとか、公園整備をすぐするとか言われておりましたが、今は前に進ま

ず、この１０年来草刈りの繰り返しでございます。私も今までに所属委員会等で地元の

人々の声を伝えてきたつもりでございます。一向に前に進まない、今現地は蛇やムカデの

巣になっておることも委員会で申し上げました。マムシも出てくるような状況でございま

す。忘れました、ハエや蚊はもう常に飛んでおります。歴史家や専門家の先生が理解する

だけでなく一般の人々が、また土地を提供してくれた地元の方々もわかりやすく、将来美

馬市のためになるよう早く史跡整備する必要があるように私は考えております。担当部局

は今まで以上に国、県に対して強く要望する必要があるように考えますが、その点につい

て取り組み方針をお伺いしたいと思います。これは市が勝手に前に進めない問題でござい

ますので、その点をお聞きしたいと思います。 

 次に、総合計画の中で快適で便利なまちづくりの中の公園緑地整備の中で、美馬地区で

計画されている道の駅について方針が出ておりますが、この道の駅は、活力がみなぎり交

流が生まれるまちづくりのためにつくられる施設、また防災拠点としての役割、特に地域

経済の活性化のためにする事業と理解しておりますが、その役割のための事業ということ

の理解でよろしいですか。この事業は、県との協働事業で土地面積は約１万平方メートル

予定されておりますが、今は位置も決定して、また県の調査も進んでいると思いますが、

現在どのような状況になっているのかお聞かせ願いたいと思います。特に経済対策におい

ても防災の点においても、入り口が今の鳴門池田線、県道からだけでなく美馬インターと

国道４３８号から直接入れる道路整備も必要なことと思いますが、計画があるのかどうか、

その点をお聞かせ願いたいと思います。この道を整備することにより、今度できる道の駅

と徳島自動車道または国道４３８号と鳴門池田線を結び、道の駅付近の地域活性化にもつ

ながると思います。 

 また、道の駅本体事業の件でございますが、県と市の割合はどのようになっております

か。また道の駅事業は、経済対策においても全国各地その地域の中心になっているのも事

実でございます。物すごい地域間競争にもなっております。その地域の特色を生かした経

済活動にもなっており、特に雇用対策になっていることがテレビ等でよく放映されており

ます。私も月に何回か、この中四国にある道の駅を訪ねます。地域の物産品もよく買って

きております。結構道の駅については日々研究している一人だと自負しております。この

土曜日の２０日にも愛媛県の内子町の道の駅と大洲市の道の駅に行ってまいりました。余

り大きなイベントはやってなかったんですが、物すごい人出でした。直産市に来とったん

ですね。大きなまちではないんですけど物すごい人出でございました。本当に参考にする
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点はあると思います。 

 それとこの事業について大事なこと、もう１点お聞きしたいと思います。この道の駅に

ついての総額はどれぐらいかかるのか、予算案がわかれば、言える範囲でお聞かせ願いた

いと思います。美馬市が出す予算だけでも結構でございます。 

 次にまちづくりの３点目についてお聞きいたします。総合計画の中で快適で便利なまち

づくりということで下水道整備の件でございます。この問題では、我が市の整備状況は全

国的にも徳島県でも大変低い状況であり、市長も推進を最重点課題の１つとして取り組む

姿勢と聞いておりますが、推進する地域の実情を調査し、施設整備を進める必要があると

思います。推進するに当たって特に新しい地域では、最終処理場も含めて計画していくの

は時間もかかると思いますが、近くに整備されている処理場があり、処理能力に余裕があ

れば、推進地区を拡大することによってほかより先に進めていくべきと考えますが、その

点はいかがですか。 

 例を挙げますと美馬町の喜来地区、集落排水最終処理場は大分能力に余裕があると聞い

ております。今後、喜来地区の加入が余り見込めない状況であれば、市が今計画している

道の駅付近の地域には、新しい住宅が多く建設されております。美馬町の新興住宅地にな

りつつあります。道の駅もでき新しい住宅もできているところには、まちの活性化と環境

整備の点においても、この事業をこの地域に大いに進めるべきと私は考えます。この点に

ついて、今後行政側として検討し推進する考えがあるかどうかお伺いします。 

 それでは、次の大きな質問案件の２件目の防犯対策の取り組みについて市の方針をお伺

いいたします。この質問は３月議会において行う予定でございましたが、ちょうど３月議

会前の２月に川崎市において中学１年生の上村遼太君殺害事件が起きました。本当に想像

を絶するむごい犯罪でございました。日ごろの集団でのいじめから始まり、子どもとは思

えぬ最後は殺人です。本当に悲しく痛ましい事件でした。ここ数年間、青少年による事件

が数え切れないほど発生しております。一例を挙げますと、長崎で起きた同級生少女の殺

人事件、また人を殺してみたかったと、それだけの理由の名古屋大学生による老人殺人事

件、本当にいろいろな事件が起き、現在は異常な状態のように思います。この問題は６月

議会においては質問するのはやめようかと思っておりましたが、そのやさき愛知県でまた

事件が起きました。刈谷市の高校１年生、男子生徒が集団でいじめ、暴行し水死させた殺

人事件でございます。もうないかと思えば、日常的に青少年にかかわる異常な事件が日々

新聞・テレビ等マスコミにて報道されています。またインターネット上では、あからさま

に顔写真が載り、実名が記されて全国誰でも見られる状態でございます。このような事件

は絶対あってはならない。また青少年に起こさせてはいけませんが、今はどこで何が起こ

るかわからないのが現状だと思います。そこで行政側にお伺いいたします。我が市におい

ても他人ごとではなく、常にこのような事件、未然に防ぐため、万が一不幸が起きた場合

の対応を常に協議しているのか、危機感の観点からも行政の方針、対応はどうしているの

かお聞かせ願いたいと思います。 

 また関連はしておりませんが、暴力虐待の残酷な事件もありました。老人及び障がい者

に対する事件でございます。先日マスコミで取り上げられた下関の障害者施設の職員によ
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る暴力事件。本当にあのようなことがあっていいのか、私はテレビを見ていて目を覆いま

した。ただ弱者というだけで本当に腹立たしく思っております。皆さんもどう感じられま

したか。我が美馬市においても多くの施設がありますが、このような事件がないように常

に指導対応するべきと思いますが、行政としてあのような事件が起こらないように、今ま

でどのような指導対応したかお聞かせ願いたいと思います。また我が市においても、この

ような問題は発生していないと信じますが、今までに小さな問題もなかったかお聞かせ願

いたいと思います。絶対になかったことに超したことはございません。 

 以上、第１回目の質問は終わりますが、今日の１点目の質問は、総合計画の推進事業を

どのように進めていくかの質問ですので、その点も理解してしっかりした答弁をいただき

たいと思います。答弁をもらい次の質問をいたします。 

◎教育長（光山利幸君） 

 教育長。 

◎議長（藤原英雄議員） 

 光山教育長。 

［教育長 光山利幸君 登壇］ 

◎教育長（光山利幸君） 

 井川議員さんから郡里廃寺跡の整備計画についてのご質問でございますが、まず郡里廃

寺跡の史跡整備につきましては、平成１６年度から考古地理学や都市工学などの専門家を

初め、県教委や地元委員などで構成される郡里廃寺跡整備検討委員会の指導を受けながら

作業を進めております。この作業を進める中で、これまでの発掘調査では不足する情報が

多数あったため、平成１７年度から平成２３年度までの７カ年にわたり約４，５００平方

メートルの発掘調査を行い、平成２４年度からは出土した遺物の水洗いや発掘調査時に作

成した図面などのチェックなど、基礎的な作業を行っているところでございます。 

 そして本年度からは、出土した遺物の実測図の作成や図面のトレースなど本格的な整理

に取りかかることにいたしておりまして、平成２８年度をめどにこれまでの調査結果を取

りまとめた発掘調査報告書の作成を行う計画でございます。なお、発掘調査報告書の作成

後は、郡里廃寺跡整備検討委員会などとの協議のもとに史跡整備の基本的な枠組みである

基本構想の策定を行った上で公園整備に向けた基本設計や実施設計を進めてまいりたいと

考えております。 

◎経済建設部長（奥村敏彦君） 

 経済建設部長。 

◎議長（藤原英雄議員） 

 経済建設部長、奥村君。 

［経済建設部長 奥村敏彦君 登壇］ 

◎経済建設部長（奥村敏彦君） 

 私からは道の駅整備事業につきまして答弁させていただきます。 

 まず道の駅の役割及び進捗状況についてのご質問でございますが、この事業は県との協

働事業で進めているところでございますが、議員ご指摘のとおり道の駅が果たす役割は、
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一面としては地域に活力をもたらし、人と人との交流を図り地域経済の活性化を進める施

設でございまして、敷地内に地域振興施設を併設し地域での農産物を中心とした産直市の

開催や美馬市の道路、観光などの情報受発信ワンストップサービスを行う予定となってお

ります。また一方で、防災機能も持たせた施設として整備を行い、災害時の避難場所とし

て、より多くの方がいち早く集まれる場所となるよう検討しております。 

 現在の進捗状況でございますが、平成２６年度は実施測量、予備設計、埋蔵文化財の一

部試掘調査を行っております。この調査の結果、土器、溝状遺構などの埋蔵文化財が確認

されましたことによりまして、７月に再度埋蔵文化財の全面試掘調査を行うこととなって

おります。試掘調査の結果により、重要な埋蔵文化財が出土した場合は本調査を行う必要

がございますが、目標といたしております２９年度末の完成に向けて努力してまいる所存

でございます。 

 次に事業費及び県と市の費用割合でございますが、事業費につきましては市、県がそれ

ぞれ管理を行うエリア内での事業により負担割合を決めております。具体には市の場合、

防災に係る施設、地域振興施設部分等が対象となります。県は県道に沿った進入路、駐車

スペース、公衆用トイレ等の休憩施設が設置されるエリアが対象となり、それぞれが負担

することになります。こうした設計費や用地購入費、造成費、地域振興施設建設等に係り

ます事業費のうち市が負担する費用といたしましては、現段階では４億４，０００万円程

度を見込んでおります。 

 次に関連する市道の整備計画についてでございますが、道の駅を多くの方に利用してい

ただくためには、充実した施設内容となることはもとより認知度でありますとか利用者の

利便性を向上させるためにも、国道４３８号からスムーズに進入できるようなアクセス道

を今度検討してまいりたいと考えております。 

◎市民環境部長（佐藤充生君） 

 市民環境部長。 

◎議長（藤原英雄議員） 

 市民環境部長、佐藤君。 

［市民環境部長 佐藤充生君 登壇］ 

◎市民環境部長（佐藤充生君） 

 続きまして、まちづくり計画につきまして、その中の下水道整備の件につきましてご質

問いただきましたので、私のほうから答弁させていただきたいと思います。 

 まず徳島県の平成２５年度末におきます汚水処理人口普及率は５４．１％であり、全国

最下位でございます。本市におきましては４８．０％と県平均をさらに下回っておりまし

て、県内２４市町村の中でも１１番目という低い状況になっております。本年策定いたし

ました第２次美馬市総合計画の基本計画の第４章、快適で便利なまちづくりにおきまして

下水道の整備を施策として掲げております。 

 現在、本市におきます下水道施設は、農業集落排水施設を含め６地区ありまして、平成

１０年度に穴吹川に面した知野地区から順次供用を開始いたしております。このような状

況の中で、汚水処理人口の普及率向上に向けまして、公共下水道事業及び合併浄化槽設置
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補助事業の積極的な推進を図ってまいりました。平成２６年度末には暫定値でございます

けれども、汚水処理人口普及率は４８．９％となりましたけれども、まだまだ不十分で低

い状況にございます。議員ご指摘のとおり、地域の状況、実情を調査いたしまして施設整

備を推進することはもとより施設整備が整っています６地区につきましては、より一層の

加入促進を図ることが重要であると、こういうふうに考えております。しかしながら、新

しい地区での施設整備計画を推進するためには、汚水処理施設建設の前提となります用地

が円滑に確保されるということが不可欠になる。このことからその調整に日数を要しまし

て整備計画におくれが生じるということも考えられます。ご提案いただきました近くに整

備された処理施設があって、処理能力に余裕があるのであれば推進区域を拡大して先に整

備を進めていくべきとのことでございます。喜来地区におけます農業集落排水処理施設は、

計画人口２，４００人で平成２１年４月１日より供用が開始された施設でございます。平

成２６年度末の加入戸数は４８４戸のうち１９３戸であり、前年度より１１戸増加はいた

しましたけれども、４０％弱という非常に低い加入率でございますので、現時点におきま

しては処理能力に余裕がある、こういうふうな状況でございます。 

 道の駅の建設及び周辺整備は、本市におきましても重要施策であることから下水道整備

に関しましては、本年度美馬市汚水処理構想の策定を予定しております。その中で関係機

関と協議・検討を進めてまいりたい、このように考えておりますのでご理解のほどよろし

くお願いいたします。 

◎政策監（佐藤健二君） 

 政策監。 

◎議長（藤原英雄議員） 

 政策監、佐藤君。 

［政策監 佐藤健二君 登壇］ 

◎政策監（佐藤健二君） 

 続きまして私からは防犯対策についてのご質問につきましてお答えさせていただきます。 

 井川議員さんからもご指摘がありましたように、２月に発生いたしました中学生の殺害

事件、また、つい先日の集団暴行による男子生徒の水死事件など一連の事件につきまして

は、学校や地域におけるいじめに起因した事件であるというふうに考えております。本市

における小・中学校でのいじめ防止対策につきましては、各校において学校いじめ防止基

本方針を策定し、いじめは重大な人権侵害であり絶対に許されるものではないとの認識の

もとに全校体制で取り組んでいるところでございます。 

 また、本市における高齢者や障がい者への虐待防止対策といたしましては、高齢者虐待

防止ネットワーク運営委員会及び障がい者虐待防止ネットワーク運営委員会を組織いたし

ております。この２つのネットワークにつきましては、市医師会、法務局、警察署、保健

所などの関係機関と高齢者・障がい者それぞれと関係の深い団体等に参画をいただいてお

りまして、連携協力体制の強化を図り共通認識を持ちながら虐待の早期発見、虐待に関す

る相談体制の充実に努めているところでございます。なお、本市の施設内での虐待行為に

つきましては、介護技術の指導を行った事例はございますが、問題となるような暴力によ
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る事例は発生してないと認識しております。今後とも青少年を初め、高齢者や障がい者な

どへの犯罪や虐待防止につきましては、関係部局はもとより関係機関、関係団体と連携し

ながら対応してまいりたいというふうに考えております。 

◎１０番（井川英秋議員） 

 議長、１０番。 

◎議長（藤原英雄議員） 

 １０番、井川英秋君。 

［１０番 井川英明議員 登壇］ 

◎１０番（井川英秋議員） 

 質問に対して全て前向きに進めるというよい答弁をいただきまして、ありがとうござい

ました。次の質問に入ります。時間がございませんので足早に進めさせていただきます。 

 今日の質問は、まちづくり計画での３点の質問は、事業計画をする地域が同じエリアに

なるため、経済効果を上げるためにもぜひとも成功させる必要があります。そのためにど

のような方法をとって事業を進めることがよいか、考えてもらうための質問でございます。 

 まず郡里廃寺跡地整備計画の問題ですが、先ほども申しましたが、いつまでたっても最

終完成時の姿が見えてこないのが今の状況かと思います。あの場所が今の状態で何もしな

いのかと不安にも思います。以前に私が福祉文教委員会に所属したときにも何回も質問し

ております。あの状態で草木を生やして未来永劫草刈りをするだけの事業にするのか、そ

のような意見も言わせていただきました。実際あの近所の人々は、多くそのような思いを

持たれているのも事実でございます。市民に理解してもらって歴史ある場所を将来におい

て守り続けるために、誰が見ても歴史ある施設だとわかるように国、県に対して今まで以

上に強く要望し、史跡公園整備を早く進めることが大事に思います。すぐ隣に道の駅がで

きます。多くの人々に来てもらうための施設でございます。観光、経済の発展のためにも

郡里廃寺跡地の役割は、寺町と含めて大変大きいと思います。絶対に廃寺効果を出す施策

が必要でございます。しかし、今の状態なら歴史家や専門家なら理解できるかもしれませ

んが、大多数の市民の方々は何があるのかもわからない状態かと思います。絶対、今の状

態では効果を出すのは無理だと思います。市長も近くに住んでおられますが、今の状況の

跡地を見てどのように思われますか。市長として今後どのような形にしたらよいかお考え

をお聞かせ願いたいと思います。 

 次に道の駅の問題ですが、防災基地が主体だと聞いております。防災問題も本当に大事

だと思います。しかし、今全国で道の駅は、経済的にもそのまちの中心になっています。

そこで再度２点お伺いいたします。防災拠点は市西部に西部防災健康公園ができますが、

関連はどのような形になりますか。また我が市では、道の駅が脇町と美馬町２カ所にでき

ることになります。この２つの道の駅を結び、周遊型観光の開発をして経済発展のための

仕組みづくりをするよう美馬市まち・ひと・しごと創生総合戦略の骨子の中の具体的な施

策の中でも提案されておりますが、どのような形にするのかお聞かせ願いたいと思います。 

 また美馬市において、このような事業はほかの自治体に絶対負けないような仕組みづく

りをして、自主財源が多く生まれ強いて言えば雇用促進につながる施設にする必要もある
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と思います。全国的に見ても道の駅は先ほども申しましたが、地域間競争で頑張っている

ようでございます。そのためにも道の駅内につくる施設はどのような形にするかで道の駅

も大きく変わると思います。 

 また先ほども申しましたが、隣接する廃寺跡地利用は、道の駅に来てもらえる人数を大

きく左右し道の駅運営も大きく左右すると思います。また、徳島自動車道美馬インターか

ら国道４３８号を経由して道の駅に入り、鳴門池田線に出られ道路網が整備されることに

より、先ほどするような答弁をいただきましたが、道の駅の発展はもとより防災及び地域

経済の発展のために役立つと思います。本当にアクセスは大事だと思います。また先ほど

の答弁の中で、埋蔵文化財が予定用地で確認されたようなことを言われたように聞いたん

ですが、文化財の問題で事業予定がおくれた実例は世の中たくさんありますので、目標と

した完成日に向けた努力を惜しまないようにしてほしいと思います。 

 次に排水問題ですが、この点も先ほど申しましたが、全国でも普及率が低いのは事実で

ございます。普及率を上げるための施策を市として検討するようですが、そのために地域、

位置を決めて言わせてもらいますと、今度道の駅ができる地域は、先ほども申しましたが

新興住宅地になる。道の駅や史跡公園にするなら環境整備は急務だと思います。また一例

を挙げますと、私の地域では近ごろ、よその市町村より新しく家を建てて引っ越してこら

れる方がたくさんおられます。その人たちの話を聞くと、なぜここに来たのかと聞くと、

交通網が整備され特に美馬インターがあることと、集落排水の下水排水の環境整備ができ

ていることが新しい家を建てる場所の要因だと聞きました。今人口減少の状況の中、減少

に歯止めをかける施策にもなると思います。今までの３点の質問は、地方創生に大きな役

割を果たすと思います。 

 次に青少年の問題ですが、近ごろ本当に子どもがするとは常識的に考えられない事件が

たくさん起こります。諸問題が起こればマスコミ等で見られますが、対応は教育委員会が

中心に対応されておりますが、近ごろの事件は、教育委員会だけでは問題解決には結びつ

かない事件が多くあります。行政全体で対応することも考えるような組織づくりをする必

要もあるかと思います。素早く対応し少しでも早く解決の方向へ向かっていく手段が必要

だと思います。行政として、子どもが事件を起こしても問題によっては教育委員会が中心

でなく、総務部の組織の中にある危機管理の部門で対応する考えはあるかないかお聞かせ

願いたいと思います。これは警察との話の場合、対応協議を常に心がけて素早く犯罪防止

に努めるべきと思うからでございます。今後この点について検討課題として取り組めるか

どうか行政のお考えをお聞きしたいと思います。 

 また、老人の障がい者に対する問題ですが、常に目を光らせ弱い人々が悲しい思いをし

ないで生活できるような取り組みが必要でございます。先ほども申しましたが、下関のよ

うな事件があれば、その自治体の住民からの信頼度が大きく落ちるのはもとより誰を信じ

てよいかわからないような世の中になります。先ほどの答弁では、美馬市ではなかったと

答弁いただきましたので本当に安心しております。この問題も青少年問題とともに未然に

防ぐことが一番ですから、もし事が起きればすぐ対応できる部署が必要でございます。こ

の大きな２点、まちづくり計画と防犯問題について市のお考えを再度お伺いして最後のま
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とめの質問といたしたいと思います。時間がございませんので手早くよろしくお願い申し

上げます。 

◎市長（牧田 久君） 

 議長。 

◎議長（藤原英雄議員） 

 牧田市長。 

［市長 牧田 久君 登壇］ 

◎市長（牧田 久君） 

 １０番、剣の会の井川議員の再問にお答えいたしたいと思います。ご質問の内容につき

ましては、郡里廃寺、本当に長い長い期間そのままになっておるけど、どういうふうにし

ていくんだと、それからやるならもう少し早く事業を進めろという再問であったと思いま

す。 

 郡里廃寺跡のような国指定史跡の現状を変更したり、あるいはその保存に影響を及ぼす

ような行為をする場合は、文化庁長官の許可を受けなければならないということになって

おります。また史跡公園として整備するためには、その範囲や内容を確認するために発掘

調査を行う必要がございますが、この発掘調査につきましては、発掘調査報告書の発刊を

もって初めて事業が完了するということになっておりますので、まずは現在進めておりま

すこの報告書の作成をできるだけ早く完了させたいと思っております。郡里廃寺跡の史跡

整備の進み方が見えてこないというのは、まさに市民の皆さんからも、私も何度も何度も

お伺いしているのも実情でございます。このような状況でございますので、特に文化財保

護法に基づきまして手順を踏んで早く進めてまいりたいと思っておるところでございます。 

 また、史跡公園の整備についてでございますけれども、郡里廃寺跡のすぐ近くには、県

との協働事業によります道の駅の整備も進めております。また、案内板や照明施設の設置

など寺町をめぐる周遊ルートの整備などもあわせて進めております。史跡公園の整備に当

たりましては、こうした周辺施設とも連携しながら、地域の歴史や文化資産を生かした観

光・交流エリアの拡大を図ってまいりますとともに、市民の皆さんやあるいは本市を訪れ

る観光客の皆様の憩いの場となるような施設につくり上げるよう取り組んでまいりたいと

考えております。なお、史跡公園の整備に向けましては、まだ基本構想や実施設計などが

できておりません。これらを策定する必要がございますが、国等にも強く要望も行いまし

て少しでも早く工事に着手できるよう努めてまいりたいと考えております。 

 次に先ほど少しお話がございましたが、大変財政状況も厳しい中、今後の市政運営をど

うしていくんだという考えもというお話がございましたが、ご承知のように、本市の財政

構造につきましては、国に大きく依存したものとなってございます。とりわけ地方交付税

につきましては、平成２６年度の歳入予算の約４１％を占めておりました。また本年度か

らは合併算定替えによります加算措置が段階的に縮減されていくことにもなっております。

この加算措置が終了いたします平成３２年度からは、５億円程度の減額になると見込んで

おりますが、本市は平成３２年度以降、相当厳しい財政運営を余儀なくされることとなり

ます。このために当然そのことを視野に入れながら市政運営に当たらなければならないと
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考えております。一方、そうした中でご承知のように本市の財政運営にとりまして大変有

利な起債でございます合併特例債の適用期限が平成３１年度までと延長されたところでご

ざいます。このため本市の財政運営指針のもと、持続可能な財政運営の確保を前提としつ

つも可能な範囲でこれを活用していかなければならないのもまた事実でございます。こう

した、なかなか難しい局面とはなっておりますが、本市の将来を見据えまして、真に必要

な事業につきましては、井川議員を初め議員各位のいろんなご意見等も参考とさせていた

だきながら鋭意取り組んでまいりたいと考えておるところでございます。 

◎経済建設部長（奥村敏彦君） 

 経済建設部長。 

◎議長（藤原英雄議員） 

 経済建設部長、奥村君。 

［経済建設部長 奥村敏彦君 登壇］ 

◎経済建設部長（奥村敏彦君） 

 私からは西部健康防災公園との関連について、また脇町と美馬の道の駅を周遊コースに

よる経済発展の仕組みづくりについての再問についてお答えいたします。 

 １点目、西部健康防災公園との関連についての再問でございますが、まず道の駅の防災

施設についてでございますが、この道の駅は防災拠点の施設として、災害時避難場所とな

る芝生広場の設置、水や食料、毛布等の備蓄倉庫の整備や防災ヘリポートの整備を検討し

ております。想定しております利用者といたしましては、施設周辺の地域住民や県道を利

用されるドライバーの方などで、有事の際の一時的な避難場所と考えております。 

 一方、西部健康防災公園につきましては、本年３月に県におきまして基本構想が取りま

とめられました。自衛隊の大型ヘリコプター４機が離着陸できるスペース、自衛隊や消防、

警察の応援部隊が野営、駐車できるスペースを備えた施設で、災害時には広域応援部隊の

活動拠点、支援物資の集積、輸送の拠点に活用され、本市のみならず県下全域を対象とし

た広域防災拠点の役割を担う施設と聞いております。 

 次に道の駅をつなぐ周遊コースについてでございますが、新しい道の駅は県内で１６番

目、本市で２カ所目となる施設でありまして、議員ご指摘のように２カ所の道の駅を生か

した地域振興、特に特産物や観光資源を活用した観光周遊コース等のＰＲ活動に取り組む

ことは重要なことであると認識いたしております。美馬地区には郡里廃寺跡や段の塚穴な

ど国指定史跡や寺院が密集した寺町などの観光スポットがございますし、脇町地区にはう

だつの町並みがございます。また歴史・文化に触れる機会を提供するため、地元住民で組

織された観光ボランティアガイドの方々なども活躍されております。こうした歴史・文化

的な観光資源を１つのラインとして提供することによりまして、単なる物見遊山にとどま

らない史実、文化など知的好奇心を刺激するエリアと位置づけまして観光ラインを構築す

る考えでおります。こうした取り組みによりまして通過型の観光から滞在型の観光へとシ

フトすることが見込まれ、入り込み客も増加するものと思われますので、地域の活性化や

経済発展につながる工夫を重ねながら取り組んでまいる所存でございます。 

◎市民環境部長（佐藤充生君） 
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 市民環境部長。 

◎議長（藤原英雄議員） 

 市民環境部長、佐藤君。 

［市民環境部長 佐藤充生君 登壇］ 

◎市民環境部長（佐藤充生君） 

 続きまして道の駅ができる地域の下水道整備につきまして、とりわけ道の駅ができる地

域につきましては、新興住宅地域であることから下水道整備をしてはどうかとの再問をい

ただきましたので、ご答弁申し上げていきたいと思います。 

 平成２２年度に策定いたしました現在の美馬市汚水処理構想におきましては、喜来地区

より東側、道の駅周辺を含む５０ヘクタールの汚水処理計画については、現在の喜来処理

場の機能を増強しまして管路を接続すると、こういうふうになっております。このような

状況の中で、平成２６年１月に国交省、農水省、環境省の３省統一によります都道府県構

想策定マニュアルが策定されました。この策定されました内容につきましては、今後１０

年間をめどに汚水処理人口普及率１００％を目指す、こういうものでございます。 

 本市におきましても現在の汚水処理構想を見直しまして、より現実的な処理構想を策定

しなければならないと、こういうふうに考えておりますので、ご理解賜りたいと思います。 

◎政策監（佐藤健二君） 

 政策監。 

◎議長（藤原英雄議員） 

 政策監、佐藤君。 

［政策監 佐藤健二君 登壇］ 

◎政策監（佐藤健二君） 

 続きまして私のほうからは青少年を初め高齢者、障がい者などへの犯罪や虐待事件に対

応する窓口についての再問にお答えさせていただきます。 

 現在本市におきましては、犯罪防止に関する各種の取り組みは企画総務部総務課を担当

課といたしまして、交通安全対策なども含め警察などとの関係団体と連携し取り組んでい

るところでございます。その主な取り組みといたしましては、まず美馬警察署管内全域で

組織しております美馬防犯連合会がございます。この組織は本市市長が会長についており

まして、住民に身近な犯罪の抑止活動や犯罪の起きにくい社会づくりの推進に取り組んで

おります。 

 また、市内の警察官駐在所などを単位とした地域の安全を守る会につきましては、８組

織２５５人で組織されておりまして、警察署との合同で学校の登下校時の立哨や独居者等

への広報等の関係、また小・中学校での防犯教室の開催など年間を通してさまざまな活動

を行っているところでございます。今後ともこのような活動に対しましては積極的協力、

また支援を行いますとともに日ごろから警察署等との連携体制を緊密にし、市民の皆様に

対しましては犯罪の防止や犯罪に巻き込まれないための心構えについての周知、広報を行

い、犯罪の被害者にも加害者にもならない取り組みを進めてまいりたいと考えております。 

 一方、虐待に対する取り組みに対しましては、先ほど答弁申し上げましたように、虐待
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防止ネットワークの中で虐待事案の早期発見、虐待に関する相談体制の充実を関係諸機関

との連携強化とともに進め、高齢者や障がい者虐待の防止につなげていくことが重要であ

ると考えております。 

 なお、市の窓口につきましては、組織内での連携が密接に図られているかどうかという

ことが最も重要であると認識いたしております。議員のご提言につきましても、事案が発

生した場合に関係機関などと迅速かつ効果的な連携を図っていくことを目的とされており

ますので、趣旨を十分に考慮いたしまして体制の充実に努めてまいりたいと考えておりま

す。 

◎１０番（井川英秋議員） 

 １０番、井川。 

◎議長（藤原英雄議員） 

 １０番、井川英秋君。 

［１０番 井川英秋議員 登壇］ 

◎１０番（井川英秋議員） 

 本当に前向きな答弁をいただきましたので、まとめに入りたいと思います。 

 私たち会派は仲間とともに合併１０年を迎える今年までに、この議場において多くの質

問をしてまいりました。どちらかといえば提案型の代表また一般質問をしたつもりでござ

います。例を挙げますと、形は変わりましたが今推進されるようになりました西部運動公

園構想、健康防災公園となりましたが前は西部運動公園となっておりました。また、脇町

商業施設活用問題、これも代表質問でさせていただきました。ほかに剣山環境問題、寺町

防災ステーション建設、オラレ資金運用の提案、防災問題、特に大雪対策、支障木の問題

も取り上げました。ほかに多くありますが、意見を言わせてもらい素早く施策に取り入れ

実行していただいております。しかし中には大きく意見が違った問題もありました。議会

は二元代表制の立場とチェック機関の立場があり、このような議会と行政の関係上当たり

前だと私は思っております。 

 私は今後も議会人として発言を多くしていきたいと思っております。今日の質問も提案

型で市民の方々に心豊かに生活してもらうための歴史と経済の問題、安心・安全で生活し

てもらうための環境対策問題、危機管理を含めた防犯対策問題を質問させていただきまし

た。どうか市長、行政として市民のためになることは速やかに施策に取り入れてもらえる

ことをお願い申し上げまして、全ての剣の会としての代表質問を終わらせていただきます。

どうもありがとうございました。 

◎議長（藤原英雄議員） 

 以上で通告による代表質問は終わりました。 

 これをもって代表質問を終結いたします。 

 ここで議事の都合により昼食休憩といたします。 

 午後１時１５分に会議を再開いたします。 

小休 午後 ０時１５分 
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再開 午後 １時１５分 

◎議長（藤原英雄議員） 

 休憩前に引き続き会議を開きます。 

 次に日程第３、市政に対する一般質問を行います。 

 通告者はお手元にご配付の一般質問一覧表のとおりであり、通告は３件であります。 

 初めに議席番号６番、林 茂君。 

◎６番（林 茂議員） 

 ６番、林。 

◎議長（藤原英雄議員） 

 林 茂君。 

［６番 林 茂議員 登壇］ 

◎６番（林 茂議員） 

 ただいま議長の許可をいただきましたので、通告の２点、質問させていただきます。 

 最初にプレミアム付き商品券による地方消費の喚起について、２点目は教育行政につい

ての２点を行いますので、どうかよろしくお願いいたします。 

 まず１点目は、プレミアム付き商品券による消費喚起についてでございます。阿波とく

しま商品券の発売状況と美馬市プレミアム付き商品券の発行計画について質問させていた

だきます。現在、地方や中小企業においては景気回復を実感できる状況になく、県内の事

業者は大変厳しい環境に置かれております。また昨年４月の消費税率の引き上げや駆け込

み需要の影響等もあり県内のみならず日本全体で景気の腰折れが叫ばれております。 

 このような状況の中で、政府は平成２６年度補正予算に盛り込んだ自治体向けの地域住

民生活等緊急支援交付金総額４，２００億円の配分を行い、そのうち地域消費喚起・生活

支援型として２，５００億円を計上いたしました。地域消費喚起・生活支援型の対象事業

は、地元の商店街などの購入価格を上回る買い物ができるプレミアム付き商品券発行事業

が多く、全体の６４％を占め事業費は１，５８９億円となっております。全国では１，７

０９の市区町村と３０の都道府県が計画しているとのことでございます。商品券は１万２，

０００円を１万円で購入できるなど１割から３割のプレミアムを付けるものが中心で、家

計の支援と個人消費の喚起を促すものとして期待されております。 

 徳島県においては、県内全ての２０市町村と県、商工団体の連携により４月２０日より

２０％プレミアムの付いた阿波とくしま商品券４０万セット、額面総額４８億円分が発売

されました。今回の阿波とくしま商品券の発売方法は、１人５セットを上限に家族４人ま

で一度に購入することが可能でございますので、最高限度まで購入しますと２０セット、

額面総額２４万円となります。平成２７年３月の統計によりますと、徳島県の人口は７６

万１，０００人で、世帯数が３０万８，０００世帯余りございます。今回の商品券は単純

に計算しますと１世帯当たり１．３セットとなるわけで、どう考えても１人で２０セット

まで購入できるという上限設定はとんでもないことと思っております。 

 商品券発売時に販売窓口で長時間並んで買えなかった人が続出したこと、また予約販売

の電話がつながらない等いろいろなトラブルが発生したことは、新聞・テレビ等で大々的
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に報道されましたので市長ご承知のことと思います。そこでお伺いいたします。阿波とく

しま商品券の発行事業の消費喚起による経済効果はどうなのでしょうか。美馬市内におけ

る阿波とくしま商品券の発売状況はどうだったのでしょうか。またトラブル等はなかった

のでしょうか。その対応はどうだったのでしょうかお伺いいたします。 

 続きまして２点目でございます。次の質問は子どもの貧困についてであります。 

 国は子どもの貧困の解決に向けて一昨年６月、子どもの将来が生まれ育った環境によっ

て左右されることのない社会を実現するために子どもの貧困対策推進法が成立されました。

２００６年の経済協力開発機構ＯＥＣＤの報告によりますと、日本の子どもの貧困率につ

いて次のように警告しております。日本の子どもの貧困が上昇して数値がＯＥＣＤ諸国の

平均に比べて高いという結果が出ております。また母子世帯の貧困率が飛び抜けて高く、

特に母親が働いている母子世帯の貧困率が高いと書いております。子どもの貧困率は２０

０４年が１３．７％、２００７年が１４．２％、２０１０年には１５．７％と年々増えて

おります。３年間で貧困状態にある子どもが２３万人も増えたことになります。約６人に

１人の子どもが貧困状況にあります。これはＯＥＣＤ２２カ国中で８番目の貧困の高さと

言われております。貧困は子どもの学力に大きく関係しております。親は仕事があっても

収入が少なかったり、幾つもの仕事をかけ持ちし貧困から抜け出せないという家庭は塾代

はもちろん参考書をも捻出が厳しいのであります。国がお金を出せばそれで問題が解決す

るわけではありません。貧困世帯の子どもが抱える学力問題は教育費の少なさだけから発

生しているわけではなく、親が仕事が忙しいため宿題をしなさいという声もかけられず、

勉強する意欲が失われていく、このような家庭環境の子どもたちの学習支援を社会全体で

行っていくべきだと考えております。 

 厚生労働省の事業の中に生活保護受給者の社会的な居場所づくり支援事業があり、この

事業の内容に新たに貧困の連鎖を防止するため生活保護世帯の子どもに対する学習支援の

取り組みが盛り込まれ拡充されました。埼玉県においてはＯＢの教員などが学習支援をす

る生活保護受給者のチャレンジ支援事業を実施しております。東京都荒川区では子どもの

貧困問題の対策として、学校外で自由に学習ができ個別に相談や学習支援を受ける機会を

設けております。良好な学習環境になり子どもの学習不足に対応することで貧困の連鎖の

解消を図っており、効果として子どもが基礎学力を習得し学習意欲を向上させるような支

援をすることにより将来への自立につながるよう促すことができているそうです。 

 全ての子どもたちには、生きる権利、育つ権利、守られる権利、参加する権利など基本

的人権を守るために採択された子どもの権利条約があります。子どもは健やかに育つ権利

があります。この権利を社会全体が支援していくべきだと考え、そこで貧困率が特に高い

ひとり親世帯への支援、また生活困窮者世帯への子どもの学習支援について教育委員会の

見解をお伺いいたします。答弁をお聞きしまして再問させていただきますので、どうかよ

ろしくお願いいたします。 

◎教育長（光山利幸君） 

 教育長。 

◎議長（藤原英雄議員） 
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 光山教育長。 

［教育長 光山利幸君 登壇］ 

◎教育長（光山利幸君） 

 林議員さんからのご質問の中で生活困窮世帯の児童・生徒に対する学習支援についてお

答えさせていただきます。 

 まず学校教育法第１９条では、義務教育の課程において経済的理由によって就学困難と

認められる学齢児童または学齢生徒の保護者に対して、市町村は必要な援助を与えなけれ

ばならないとなっております。この法律に基づき本市におきましては、美馬市就学援助費

交付規則を制定し、保護者からの申請に基づき学用品や給食費などの援助を行うことによ

り義務教育の円滑な実施を図っているところでございます。 

 そこでご質問の児童・生徒に対する学習支援についてでございますが、教育委員会とい

たしましては全ての児童・生徒の学力を保障するという観点から、各小・中学校で策定し

ている学力向上実行プランに基づき学校長が中心となって児童・生徒の基礎学力の向上に

努めるよう指導を行っているところであり、各学校におきましては通常の授業以外にも放

課後や夏休みなどを使って補習授業なども実施しているところでございます。また、本市

におきましては学校・家庭・地域の連携協力推進事業として放課後子ども教室事業と学校

支援地域本部事業を全ての小・中学校で実施しており、地域コーディネーターやボランテ

ィアの方々のご協力のもとに放課後における学習支援や体験活動などにも取り組んでいる

ところでございます。 

 しかしながら、生活困窮世帯においてはその家庭環境の困難さゆえに学力面での課題を

抱えている児童・生徒が多いという実態もあり、本年４月からスタートした生活困窮者自

立支援制度においては、子どもたちに対する学習支援を貧困の連鎖を防止するための重要

な施策として位置づけているところでございます。林議員さんからは、このための１つの

方策として厚生労働省の生活保護受給者の社会的居場所づくり支援事業の活用事例なども

お示しいただきましたが、こうした取り組みを進めるためには支援体制の構築や対象者の

範囲、保護者とのかかわりなど実施主体を含めた多岐にわたる調整が必要となりますので、

今後福祉部局や関係機関と連携を図りながら研究を進めてまいりたいと考えております。 

◎経済建設部長（奥村敏彦君） 

 経済建設部長。 

◎議長（藤原英雄議員） 

 経済建設部長、奥村君。 

［経済建設部長 奥村敏彦君 登壇］ 

◎経済建設部長（奥村敏彦君） 

 私からは市内における阿波とくしま商品券の販売状況についてお答えいたします。 

 阿波とくしま商品券につきましては、２０％のプレミアム分を地域住民生活等緊急支援

のための交付金を活用し、徳島県が１０％、各市町村が１０％を負担することにより、徳

島県が主体となりまして発行したものでございます。また販売につきましては、徳島県が

徳島県商工会議所連合会と徳島県商工会連合会に委託し４月２０日から販売を開始したも
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のでございます。 

 まず１点目の消費喚起による経済効果についてのご質問でございますが、阿波とくしま

商品券は利用期間が４月から１０月までの半年間でございます。短期間に県内で総額４８

億円が個人消費として集中することになりますので、一定の経済効果があると考えており

ます。 

 ２点目の販売状況についてのご質問でございますが、阿波とくしま商品券は今回美馬市

分といたしまして１万５，１００セット、総額にいたしまして１億８，１２０万円分が販

売されました。そのうち半分に当たります７，５５０セット、額面にいたしまして９，０

６０万円分が窓口販売分でございまして、残り半分の７，５５０セットが電話による予約

販売分でございます。窓口販売分につきましては、美馬市商工会が美馬地区、脇町地区、

穴吹地区、木屋平地区の４カ所の販売所で販売されまして、発売開始後１０分から１時間

５０分後には全ての販売所で完売したと聞いております。また、電話による予約販売分に

つきましては、阿波とくしま商品券予約センターが設置され、電話１００台により全県下

の受付体制が整えられておりました。しかしながら、議員ご指摘のとおり電話がつながり

にくい状態が続いていたようでございまして、美馬市割り当て分につきましては発売開始

後３日目の４月２２日に完売したと伺っております。 

 ３点目のトラブルやその対応についてのご質問でございますが、窓口販売分につきまし

ては、先ほど申しましたとおり美馬市内の４カ所の販売所で発売が行われまして、そのう

ち１販売所におきましては購入希望者が路上に殺到、混雑したため急遽整理券を発行し、

混乱の未然防止や交通安全の確保を図ったと伺っております。総じて市内の窓口販売分に

つきましては大きな混乱やトラブルはなかったようでございますが、購入希望の列に並び

ながら商品券を購入できなかった、また、商品券をもっと多くの県民に行き渡らせよとい

う数多くの方々のご意見があったことも承知いたしております。 

◎６番（林 茂議員） 

 ６番、林。 

◎議長（藤原英雄議員） 

 ６番、林 茂君。 

［６番 林 茂議員 登壇］ 

◎６番（林 茂議員） 

 それでは再問させていただきます。ご答弁ありがとうございました。発売時には少々市

民からの苦情がありましたけれども、大きな混乱はなかったようで一安心いたしました。 

 次に、美馬市プレミアム付き商品券について質問させていただきます。美馬市プレミア

ム付き商品券発行事業予算は去る３月議会定例会におきまして総額５，９２０万円をもっ

て議決いたしております。そのときの説明によれば、１万円の商品券に３０％のプレミア

ムを付けて額面１万３，０００円として１万６，９００セット、額面２億１，９７０万円

を発行し、美馬市民や市内事業者の消費喚起と生活支援を目的として景気の向上、地域の

活性化を図るとのことでございました。また３人以上の多子世帯（３３０世帯）余りには、

１セット当たり３，０００円の割引を行い７，０００円で発売することにより生活支援を
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行うとのことでございました。 

 先ほどのご答弁の中で、阿波とくしま商品券の発売時には美馬市内では大きなトラブル

はなかったとのことですが、今回の美馬市プレミアム付き商品券は３０％のプレミアムが

付くとのことで、大変お得感また割安感がございますので、発売時には購入希望者が殺到

し混雑が予想されます。先ほど申し上げましたとおり、阿波とくしま商品券の発売時には

購入者１人につき上限を５セットと設定していたように、美馬市プレミアム付き商品券発

売時には１人当たりとか１世帯当たりの上限設定を設けると思いますが、この上限設定を

下げてより多くの市民に行き渡るようにすればよいのではないでしょうか。 

 そこでお伺いいたします。１点目に美馬市プレミアム付き商品券の発売時期、利用時期

について。２点目、発売時にトラブルが生じない発売方法について。３点目に、より多く

の市民の方々に行き渡る方法についてお考えをお聞かせください。 

 ２点目の再問でございますが、ただいまの答弁をお聞きし、本市では学校・家庭・地域

の連携協力推進事業として放課後子ども教室事業と学校地域本部事業を全ての小・中学校

で実施しており、地域コーディネーターやボランティアの方々のご協力のもとに放課後に

おける体験活動や学習支援活動などに取り組んでいるとのことで、すばらしいことだと思

います。 

 それでは再問をさせていただきます。先ほどの教育長の答弁をお聞きしますと、関係機

関と連携を図っていくとのことですが、生活困窮者等で塾へも通えない、授業にもついて

いけない児童生徒は市内小・中学校に何人ぐらいいるのか、教育委員会では把握している

のでしょうか。またその子どもたちにどう接しどう対応していっているのかお聞かせくだ

さい。また、放課後や長期休業日に補充学習に取り組み学力保障に努めているとございま

したが、この補充学習は恐らく教職員の方々が忙しい中、時間を割いてされていると思う

んですが、先生方の負担軽減と内容を充実させるために先進事例を紹介させていただきま

す。 

 茨城県牛久市では、現在全小・中学校で希望者を対象に宿題や学習の支援をする「うし

く放課後カッパ塾」を開催し好評を博しているそうです。カッパ塾は学習塾に行けないこ

となどによる学力格差の解消目的で一切指導を行わず、児童生徒によって異なる学習のつ

まずきに合わせて一人一人の基礎学力の向上や学習習慣の定着を目指しているそうです。

受講している児童は、わからない問題をすぐに教えてくれるからうれしいと感想を述べら

れております。塾は毎週火曜日の午後４時から５時３０分まで、牛久第二中学校は午後６

時までで各小・中学校で実施、対象は小学校４年生から６年生、中学３年生の希望者、牛

久第二中学校は１年生から３年生が対象、退職した教員や大学生のボランティアなどが指

導員を務めております。学習などに関する児童生徒からの質問については指導員が日誌を

記入、これにより学校の先生も子どもたちがどこでつまずいているのかを把握でき、授業

の中で役立っております。また市内小学校２校では、土曜日午前９時から１２時までこの

カッパ塾を開催、このうち奥野小学校では、漢字検定や英語検定の合格を視野に入れた学

習を行い、ひたち野うしく小学校では、郷土かるたや料理教室など地域住民との交流機会

を設け地域のつながりを広げているとのことで、土曜日塾は選択する分野で開催日は異な
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るそうです。市の調査によりますと、放課後カッパ塾の登録者は１２％、土曜日塾の登録

者はひたち野うしく小学校は４３％、奥野小学校は５０％、同担当者は登録率を伸ばしさ

らに充実させていただきたいとした上で、土曜日塾についてもこの２校をモデル校として

新たに開講する数を増やしていきたいとしています。 

 少しでも多くの子どもが同じ学習環境で勉強ができ、基礎学力を身につけ学習意欲を向

上させる支援は大変重要であると思います。このような先進事例を参考にして本市でも取

り入れてはどうでしょうか、お考えをお伺いいたします。答弁によって再々問させていた

だきます。よろしくお願いします。 

◎教育長（光山利幸君） 

 教育長。 

◎議長（藤原英雄議員） 

 光山教育長。 

［教育長 光山利幸君 登壇］ 

◎教育長（光山利幸君） 

 林議員さんからの再問で、まず生活困窮等の理由で塾に通えない、また授業にもついて

いけない児童・生徒が何人くらいいるのかとのご質問でございますが、このことにつきま

しては教育委員会では十分な把握ができておりません。ただ、昨年度の全国学力・学習状

況調査におきまして本市の小学校６年生と中学校３年生を対象としてご質問に関するよう

な調査を行っておりますので、その内容についてお答えさせていただきたいと思います。 

 まず昨年度の全国学力・学習状況調査において小学校６年生は国語と算数について、中

学校３年生では国語と数学についての学力と児童・生徒の学習状況などの調査を行ってお

ります。この調査の中で、児童・生徒に対して学習塾で勉強をしていますかという質問を

行っておりますが、本市においては、塾に行っていないという児童・生徒の割合が小学生

が５５．３％、中学生では４５．１％という状況でございました。また、授業の内容はよ

く分かりますかとの質問に対しましては、授業の内容がわからないと答えた児童・生徒の

割合が小学生では国語で２．４％、算数で２．８％、中学生においては国語で４．７％、

数学で６．９％という状況でございました。 

 こうした状況が子どもたちの家庭環境とどのように関係しているのかということは十分

な分析ができておりませんが、各学校においては全ての児童・生徒が授業の内容をより深

く理解できるように、放課後などの補習授業のほかにもティームティーチングや少人数授

業といった授業形態の工夫なども行いながら、学校教育の中で学習内容の理解が進むよう

に努めているところでございます。また、一人一人の学びの違いにも配慮した上で、児

童・生徒がみずから学ぼうとする意欲を持つことができるよう教員それぞれが授業の進め

方についての研修を行ったり、ＩＣＴ機器などを有効に活用しながらわかりやすい授業の

実践に取り組んでいるところでございます。 

 また、放課後における学習支援といたしましては、先ほども申し上げましたとおり、本

市におきましては教員ＯＢの方などの御協力をいただきながら、放課後子ども教室事業や

学校支援地域本部事業などを実施しているところでございます。教育委員会といたしまし
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ては、今後とも学校教育の充実を図ることはもとより、放課後学習につきましては現在取

り組んでおります事業とシニアパワー活用プログラム推進事業などとの連携を図ることに

より学習支援体制の充実に努めてまいりたいと考えております。 

◎経済建設部長（奥村敏彦君） 

 経済建設部長。 

◎議長（藤原英雄議員） 

 経済建設部長、奥村君。 

［経済建設部長 奥村敏彦君 登壇］ 

◎経済建設部長（奥村敏彦君） 

 美馬市プレミアム付き商品券の販売時期と販売方法についての再問でございますが、美

馬市プレミアム付き商品券につきましては、議員ご指摘のとおり美馬市民の消費喚起・生

活支援を目的とし、景気の向上、地域経済の活性化を図るものでございます。美馬市プレ

ミアム付き商品券発行事業の実施につきましては、現在検討を重ねているところでござい

まして、今後早急に決定いたしまして広報みま８月号や美馬市ホームページ等にその概要

を掲載し市民の皆様にお知らせしたいと考えております。販売枚数につきましては、林議

員が先ほど申されましたとおり１万６，９００セット、額面にいたしまして２億１，９７

０万円分の発行を予定しております。 

 商品券の内訳でございますが、１８歳未満のお子さんが３人以上おられる多子世帯向け

商品券といたしまして１世帯３セット、額面にいたしまして３万９，０００円、これを上

限に約３３０世帯分、１，０００セットを予定しております。価格につきましては、一般

世帯向け商品券１セットの価格が１万円でございますが、さらに３，０００円の割引を行

い、額面１万３，０００円の商品券を７，０００円で販売することにより子育て・生活支

援を行います。また、一般世帯向け商品券といたしまして、１世帯２セットを上限に１万

５，９００セット、額面にいたしまして２億６７０万円を予定しております。 

 商品券の発売は１０月１日から行い、利用期間につきましては１０月１日から平成２８

年１月３１日までとする予定でございます。多子世帯向けの商品券の販売につきましては、

一般世帯向け商品券より先行し９月に行い、購入希望者が確実に購入できますよう引きか

え券の発行を行うことにしております。 

 一般世帯向けの商品券の販売の方法でございますが、往復はがきによる事前予約販売と

し、応募者多数の場合には抽せんといたします。当選された方には返信はがきにより当選

をお知らせし、当選はがきと引きかえに商品券を購入いただくという方法を考えておりま

す。事前予約販売を実施することによりまして、購入時の混雑やトラブルなども回避でき

商品券が市民の皆様に公平に行き渡るものと考えております。 

◎６番（林 茂議員） 

 ６番。 

◎議長（藤原英雄議員） 

 ６番、林 茂君。 

［６番 林 茂議員 登壇］ 
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◎６番（林 茂議員） 

 それでは、まとめをさせていただきます。最初に美馬市プレミアム付き商品券の件でご

ざいますが、先ほどの答弁の中で細かく説明ができてない、市民にわかりやすいようにす

るとしたら、今県では、先ほど説明の中で３０万８，０００世帯ですかね、その中で大

体何％ぐらいの人にこの商品券が当たったかといえば、約７％から１０％ぐらいのね、こ

れ非常に市民から苦情があったということで非常に厳しい状況やったんだけれども、美馬

市におきましては今回の商品券は世帯数として約１万２，９００世帯、その中で先ほどお

っしゃってたのが１世帯２枚、２万円で２万６，０００円と。それと１８歳未満のお子様

が３人おる家庭の多子世帯に関しては７，０００円で１万３，０００円の商品券がいただ

けると、非常にお得で、その場合はその家族は１世帯で３枚いただけるという、本当にこ

の件に関しては徳島県の商品券の批判を受けて市民の多くの方に渡れるようにということ

で、市長初め役員３人の方で多子世帯３枚、家族２枚という形で多くの方に買っていただ

くことに関しましては本当に感謝申し上げます。美馬市プレミアム付き商品券事業につい

ては早急に販売計画を決定していただきまして、より多くの市民の皆様に幅広く公平に商

品券が行き渡るようお願いいたしまして、プレミアム付き商品券につきましての質問は終

わりたいと思います。 

 続きまして教育問題について行います。ただいまの答弁では、生活困窮等で塾へも通え

ない、授業についていけない児童・生徒数は把握できていないとのことでしたが、さまざ

まな課題もあると思いますが、やはり把握することは大切ではないかと思います。また、

想像以上に塾に通っていない児童・生徒が多いように思うのですが、なぜなのかを掌握す

べきだと思います。そして少子化の今だからこそ一人一人の子どもを大切に育てていくこ

とが大事であると思います。現在行っている事業をさらにきめ細かく充実し推し進めてい

ただきたいと思います。そして今言ったように、課題の２点につきましては、塾に通って

いない方、または困窮者に対しての塾に通えないこの２点につきましては、今後できるだ

け早く調べていただきまして、生活困窮者の親御さんに喜んでいただけるような施策を早

急に進めていただきたいと思います。そして私も今後この問題に関しては、今後とも追求

しながら一人でもこういう方がなくなるように今後とも頑張ってまいりますので、どうか

皆様方のご支援をよろしくお願い申し上げます。 

 そして１点だけ忘れてたんですけども、商品券の、美馬市の場合は１万２，９００世帯

の中でパーセントとしたら県は７から１０ですけども、美馬市の場合は２枚としたら６

５％から７５％ぐらいまでは皆様に当たると思いますので、どうかこの方法で早急に決行

していただきたいと思いますんで、よろしくお願いいたします。ご清聴まことにありがと

うございました。 

◎議長（藤原英雄議員） 

 次に議席番号１６番、川西 仁君。 

◎１６番（川西 仁議員） 

 １６番。 

◎議長（藤原英雄議員） 
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 川西 仁君。 

［１６番 川西 仁議員 登壇］ 

◎１６番（川西 仁議員） 

 議長よりご指名いただきましたので、私も一般質問を通告させていただいておりますの

で、一般質問をさせていただきたいと思います。さきの質問者が力強くやられたので私も

それに引き続きやりたいところではございますが、なかなかさきの質問者のようにいかな

いかとは思いますが、理事者の各位のご答弁のほどよろしくお願い申し上げまして、スタ

ートさせていただきたいと、このように思います。 

 私も通告している内容がまず１点目といたしまして美馬市障害福祉計画、これの第４期

計画について。そして２点目には美馬市第６期高齢者保健福祉計画、この中身といたしま

して介護保険事業の計画につきまして。そして３点目といたしましては美馬市子ども・子

育て支援事業計画につきまして、３件の質問とさせていただきたいと思います。３件目の

子ども・子育て支援につきましては、午前中の代表質問の中にもありましたが、ごらんの

ように私の質問の要旨の中身といたしましては、３件の中身が現在に至るまでの進行状況

につきまして、そしてまた計画を踏まえた結果この計画分の中身の中で今後の取り組み方

の状況についてをお伺いしたいと思います。 

 それでは早速入りたいと思います。先般の新聞に所得税、法人税１．９兆円上振れ、こ

ういった見出しのものが出ておりました。株高、円安を背景にしました景気の回復は大企

業に大きな恩恵を与えているようであります。また一方で企業の利益の上昇が賃金に反映

され、消費を拡大するという状況にはなかなか到達ができていない。景気の先行きを不安

視する声も多々聞くところでございます。そういった記事を見るにつけ、地方におきまし

ては、まだまだ景気の回復が実感として伝わってこないような状況でございます。岩盤規

制の緩和など成長戦略の論議が進んでいるようではありますが、生産性の向上につながる

規制の緩和などによりまして、より効果の高い改革に取り組んでいってもらいたい、こう

いった感が強くあります。 

 さて、我が国は、高齢者の数が２０４０年ごろまで増え続けまして、ひとり暮らしの高

齢者も増加していく、こういった見込みがあります。２０２０年には高齢化率は全国で３

０％近くに達し、その水準は世界でも群を抜いたものとなる予想があります。一方で医

療・介護・子育てなどの社会保障経費を賄う財源に目を向けなければ、我が国の財政は税

収が歳出の半分すら賄えない状況で、国及び地方の長期債務残高は約１，０００兆円にも

達しております。こうした中でグローバル化や核家族化など社会構造の変化が進み、障が

い者や高齢者、また子どもといった社会的弱者、こう呼ばれる方々をめぐる環境も大きく

変化している状況でおります。障害者福祉や高齢者福祉、子育て支援といったいわゆる社

会保障には、高齢になれば受益者となる現役世代や今後生まれてくる将来世代のために制

度をしっかりと維持し将来に引き継いでいかなければならない、こういった考えでありま

す。 

 そこで質問でありますが、今回福祉関係の計画につきまして、障害福祉計画、第６期高

齢者保健福祉計画、介護保険事業計画及び子ども・子育て支援事業計画、こういった３点
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の見通しが行われておりますが、この３件についてお伺いしたいと思います。 

 障害福祉計画につきましては、障害者基本法の中で国民が障がいの有無にかかわらず、

等しく基本的人権を享有するかけがえのない個人として尊重されるものである、こういっ

た理念にのっとり策定されたもので、障がいのある人を取り巻く状況や障害者施設の展開、

サービスの見込み量などを登載した計画になっております。 

 また、第６期の高齢者保健福祉計画・介護保険事業計画につきましては、老人福祉法及

び介護保険法に基づく計画で、高齢者の健康づくり、介護予防、介護保険事業の充実など

をうたった計画となっております。 

 子ども・子育て支援事業計画につきましては、本年４月から始まりました子ども・子育

て支援新制度、こういったものに対しまして小学校就学前の子どもに対します教育・保育

の提供体制の確保及び地域におけます子ども・子育て支援に関します基本的事項を定めた

もので、今後実施していく子育て施設の量の見込みなどを定めたものとなっております。 

 これらの計画につきましては、障がい者、高齢者そして子ども・子育てという福祉施策

を推進していく上でのいわば指針となりますものでありますが、今回平成２７年度から第

２次総合計画がスタートする中で総合計画を構成する各部門計画といたしまして、新たに

策定されておるものだと認識しているところであります。ハードではない、いわゆるソフ

ト部門の計画、こういったものでございますが、派手ではありませんが市民生活に直結い

たしました大変重要な計画と私は考えておるわけでありますが、こういったものを踏まえ

まして、そこでまず最初にお伺いいたしたいと思いますが、障がい者、高齢者、また子ど

も・子育て支援の施策につきましては、こういった計画に基づきましていろいろと実施さ

れてきたと、今までにいろいろと実施されてこられたとは思いますが、それぞれの計画に

沿って現在までどういったような内容で進めてこられたかをお伺いしたいと思います。そ

してまた、どのような施策が今までに展開されてきたかをあわせてお伺いしたいと思いま

す。 

 以上３点お伺いをするわけでございますが、ご答弁によりまして再問とさせていただき

ます。どうぞよろしくお願いいたします。 

◎保険福祉部長（緒方利春君） 

 保険福祉部長。 

◎議長（藤原英雄議員） 

 保険福祉部長、緒方君。 

［保険福祉部長 緒方利春君 登壇］ 

◎保険福祉部長（緒方利春君） 

 １６番、川西議員さんから美馬市障害福祉計画、美馬市第６期高齢者保健福祉計画・介

護保険事業計画、また美馬市子ども・子育て支援事業計画について、どういった進め方、

どんな施策を推進してきたのかというご質問でございますが、順次お答えさせていただき

ます。 

 まず美馬市障害福祉計画について現在までの進め方についてのご質問でございますが、

平成１８年４月に障害者自立支援法が施行され、３障がい身体・知的・精神でございます
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が、を一元化したサービスの提供が開始されました。しかしながら、ノーマライゼーショ

ンの理念が浸透していく中で、依然として精神障害のある方の社会的入院や知的障害・重

度障害のある方等の地域生活に対する支援不足による施設入所などの現実があり、なおか

つ自立支援法により開始された応益負担など障がいのある方やその家族に負担を負わせる

形となり課題は多く残っておりました。 

 このような社会問題を解決し、より平等かつ公正な社会となるよう平成２４年６月、地

域社会における共生の実現に向けて新たな障害保健福祉施策を講ずるための関係法律の整

備に関する法律が可決成立し、平成２５年４月から障害者自立支援法にかわる障害者の日

常生活及び社会生活を総合的に支援するための法律、いわゆる障害者総合支援法になり、

障がい者の範囲が拡大され、障がい者の範囲に難病等が追加されました。平成２６年４月

からは障がい程度区分を必要とされる標準的な支援の度合いを示す障がい支援区分に改め、

また障がい者に対する支援として重度訪問介護の対象拡大、共同生活介護の共同生活援助

への一元化などが行われております。 

 これまで美馬市におきましては平成１８年度、２４年度に美馬市障害者基本計画及び障

害福祉計画、平成２１年度に美馬市障害福祉計画（第２期）を策定し、障がいの有無にか

かわらず全ての市民が相互に人格と個性を尊重し支え合い、共創・協働により安心してあ

たりまえの生活ができるまち美馬市の実現を目指しまして障害者福祉を推進してきたとこ

ろでございます。 

 次に美馬市第６期高齢者保健福祉計画・介護保険事業計画について現在までの進め方に

ついてのご質問でございます。 

 平成１２年から始まりました介護保険制度は、市町村が３年に一度事業計画を策定し事

業を実施することとなっております。これまでの事業計画の中で美馬市の取り組みを幾つ

か挙げさせていただきますと、まず介護サービスにおきましては、サービスの充実を図る

ため認知症高齢者の方が共同で生活するグル―プホームや訪問・通所・宿泊を組み合わせ

た小規模多機能型居宅介護事業所を整備してまいりました。また介護予防に関しましては、

市民の皆様が自主的に開催されている、いきいきサロンをサポートするため、サロン立ち

上げの支援、サロンへの専門職の派遣、リーダー養成を行ってまいりました。そのほかの

取り組みといたしましては、高齢者の方の栄養状態の改善と見守りを行う配食サービスや

高齢者が高齢者を介護する、いわゆる老老介護の世帯を支える介護用品の支給等を行って

まいりました。 

 そして平成２４年度から平成２６年度までの第５期介護保険事業計画におきましては

「一人ひとりの市民が健康でいきいきと暮らせるまちづくり」を基本理念とし、介護予防

事業の充実や安心して住み慣れた地域で生活できるよう医療・介護・介護予防・住まい及

び自立した日常生活支援が包括的に確保される地域包括ケアシステムの構築などを進めて

きたところでございます。 

 次に美馬市子ども・子育て支援事業計画についてでございますが、これまでの経緯とい

たしましては、全国的な少子化の急速な進行を受け、国において平成１５年７月に次世代

育成支援対策推進法が制定され、平成１７年度から１０年間、次世代育成支援対策を集中
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的かつ計画的に推進するための行動計画の策定が全国の市町村に義務づけられました。 

 これを受けまして、美馬市におきましても平成１７年３月、美馬市次世代育成支援・行

動計画の前期計画を、平成２２年３月には後期行動計画を策定し、各地域が一体となって

子育て・子育ちの支援に取り組んできたところでございます。 

 これらの計画に基づき、これまでに取り組んでまいりました施策の主なものといたしま

しては、まずみまっこ医療費助成制度についてでございます。乳幼児医療助成制度は子育

て世代の経済的負担の軽減を図るものでございます。この制度の対象者を平成２１年９月

には小学校修了までに拡大し、さらに平成２５年４月からは中学校修了までに拡大し、子

育て世代の経済的支援の拡充を図ってまいりました。 

 次に放課後児童健全育成事業でございます。放課後児童クラブは、保護者等が昼間いな

い児童を対象に、授業終了後学校の空き教室や公共施設等を活用して児童が集団で安心し

て過ごすことができる場所を提供するものでございます。合併時、脇町児童クラブだけで

ありましたが、平成１８年、なかよし児童クラブ、平成２１年脇町第二児童クラブ、平成

２３年、江原南児童クラブ、平成２７年からは江原南第二児童クラブと岩倉児童クラブを

開設し現在６クラブが運営されております。 

 次に認定こども園についてでございます。美馬市では就学前教育・保育の多様なニーズ

に対応するため、幼稚園と保育所相互の連携とそれぞれの機能の拡充を図るため認定こど

も園の設置を推進しております。平成２４年４月、江原認定こども園を開設し、２園目と

いたしまして平成２８年４月の開園を目指し美馬認定こども園を現在建設中でございます。

このほか地域子育て支援センター事業、病児・病後児保育事業、ファミリーサポートセン

ター事業、一時預かり事業などの子育て支援に取り組んできたところでございます。 

◎１６番（川西 仁議員） 

 議長、１６番 

◎議長（藤原英雄議員） 

 １６番、川西 仁君 

［１６番 川西 仁議員 登壇］ 

◎１６番（川西 仁議員） 

 ご答弁いただきましてまことにありがとうございました。美馬市障害福祉計画、そして

美馬市第６期高齢者保健福祉計画、この中身の介護保険事業計画、そして美馬市子ども・

子育て支援事業計画、以上の３点につきましての現在に至るまでの進め方についてご答弁

いただいたわけでありますが、それぞれ計画に基づきまして各種の施策を実施されてきた

ということで、特に障がい者・高齢者の分野におきましては以前に比べて公的な福祉サー

ビス、こういったものが充実しておるということがよくわかりました。 

 また、子育て支援につきましても振り返ってみれば、みまっこ医療費助成事業や放課後

児童クラブ、認定こども園の整備など他の市町村に劣らない施策を展開されており大いに

評価ができるものであろう、こういったように受け止められます。 

 こうした福祉施策につきましては、全てのニーズに対しまして法的に対応する、こうい

ったものは不可能でありますし、また制度の谷間にあって対応できない問題でもあるんじ



－７１－ 

 

ゃないでしょうか。今後は地域福祉という言葉のように地域や個人が主体的に福祉にかか

わり、そして支え合う新たな支え合い、すなわち共助の強化が求めてこられよう、こうい

った考えがあると思います。課題は多いと思いますが、地域での連携や役割分担があれば、

障がい者や高齢者、そして子どもにつきましても住みやすさが倍増し充実した生活を送る

ことができるんじゃないでしょうか。 

 そこで、次の質問に移りたいと思いますが、障がい者・高齢者・子育て支援、それぞれ

につきまして現在に至るまで計画に基づきまして施策を実施されており、一定の成果が残

っておる、このように思われますが、今後ますます社会情勢が変化していく中で、これら

の計画が美馬市にとりましてよりよいものにならなければならない、こういった考えがあ

りますが、こういったものも踏まえまして、今後これらの３点につきましてどのように取

り組んでいかれるか改めてお伺いしたいと思います。どうぞよろしくお願いいたします。 

◎保険福祉部長（緒方利春君） 

 保険福祉部長。 

◎議長（藤原英雄議員） 

 保険福祉部長、緒方君。 

［保険福祉部長 緒方利春君 登壇］ 

◎保険福祉部長（緒方利春君） 

 まず美馬市障害福祉計画（第４期）について今後の取り組み方についての再問でござい

ますが、美馬市では障害者基本計画のもとノーマライゼーションを基本理念に置き共創・

協働により安心してあたりまえの生活ができるまち美馬市の実現を目指し施策を進めてい

るところでございます。まず障がいのある方を取り巻く状況でございますが、平成２７年

５月１日現在におきまして３障がい、身体・知的・精神でございますが、３障がいの障害

者手帳所持者は延べ２，８６５人であり、平成１８年度から比較いたしますと１５人の増

となっております。本市の総人口が減少している中で障がい者数の割合が増加している傾

向がございます。このような障がい者数の割合の増加、また障がいの重度化・重複が進ん

でいる状況におきまして、障がいのある方にとって安心して安定的な障害福祉サービスの

利用を保障する上で、さまざまな問題、課題があると考えております。こういった状況の

中、現状の課題や問題点等を洗い出し、美馬市の第２期障害者基本計画及び第４期障害福

祉計画を基本とし、障害者施策全般にかかわる基本理念や基本方針を目標と定め、サービ

スや支援事業の提供体制の確保等に努めてまいりたいと考えております。今後におきまし

ても障害福祉を取り巻く大きな制度上の変化や新たな時代のニーズに的確に対応するため、

国、県関係機関、関係団体と連携を強化し、障害福祉サービスの充実や安心して生活でき

る環境づくりを進めてまいりたいと考えております。 

 次に美馬市第６期高齢者保健福祉計画・介護保険事業計画について今後の取り組み方に

ついての再問でございますが、美馬市では２０２５年を見据えた地域包括ケアシステムの

構築を念頭に、上位計画に当たります美馬市総合計画の基本方向の１つである「一人ひと

りの市民が健康でいきいきと暮らせるまちづくり」を基本理念とし５つの基本目標を掲げ

て施策を展開してまいります。 
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 基本目標は健康づくり・介護予防の推進、地域で支え合う環境づくり、安心・安全なま

ちづくり、生きがいづくり・社会参画の推進、介護保険事業の充実の５つでございます。

そして平成２７年度からの第６期事業計画におきましては、団塊の世代が７５歳以上とな

り高齢化がさらに進展する２０２５年を見据え、限られた社会資源の中で効率的かつ効果

的に地域包括ケアシステムを構築できるよう取り組んでまいります。 

 また、前期計画期間中の平成２４年に厚生労働省より新たな調査の結果、認知症高齢者

数はこれまでの推計の約１．３倍であるという新たな推計が公表されましたことにより、

認知症を早期発見・早期対応できる仕組みづくりや認知症高齢者とその家族の方を支える

事業を行ってまいります。今後さらなる超高齢社会を迎える中で、適切に介護保険事業が

推進できますよう介護サービスの充実・強化を図ってまいりますとともに、増え続ける介

護給付費の抑制を図るため介護予防・重度化予防の推進を図り、高齢者が住み慣れた地域

で生活し続けることを可能にする施策を進めてまいりたいと考えております。 

 次に美馬市子ども・子育て支援事業計画について今後の取り組み方についてのご質問で

ございますが、この美馬市子ども・子育て支援事業計画は、子ども・子育て家庭を社会全

体で支援することを目的として、新しい仕組みを構築し質の高い幼児期の学校教育・保育

の総合的な提供、保育の量的拡大・確保、地域の子ども・子育て支援の充実を目指すもの

でございます。あわせてこれまで取り組みを進めてまいりました美馬市次世代育成支援後

期行動計画の基本的な考え方等を継承し、子どもとその家庭にかかわる施策を体系化し、

保健、医療、福祉、教育、住宅、労働、まちづくり等さまざまな分野にわたり、総合的に

展開を図らなくてはなりません。こうしたことから今後子ども・子育て支援事業計画に基

づき施策を着実に実行していくとともに、福祉分野のみならず保健、医療、教育等、多岐

にわたる関係機関等との連携を図りながら協働に基づく子育て支援に努めてまいりたいと

考えております。 

 また、この計画の基本理念・将来像でもあります地域で支える健やかみまっこ育むまち

の実現を図るためには、計画に基づく取り組みの達成状況を継続的に把握・評価し、その

結果を踏まえ計画の改善を図るといったＰＤＣＡサイクルによる適切な進行管理が重要と

なります。このため今後、本計画策定の審議に当たりました美馬市子ども・子育て会議に

より毎年度の進捗状況の把握・点検を行い、その結果を公表いたしますとともに適宜取り

組みの見直しを図ってまいりたいと考えております。 

◎１６番（川西 仁議員） 

 議長、１６番。 

◎議長（藤原英雄議員） 

 １６番、川西 仁君。 

［１６番 川西 仁議員 登壇］ 

◎１６番（川西 仁議員） 

 再問につきまして、それぞれの計画の今後の取り組み方につきましてご答弁いただきま

してまことにありがとうございました。障がい者・高齢者・子供といういわゆる社会的弱

者と呼ばれている方々が、それぞれの立場で生き生きと暮らしていけるように福祉を充実
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させていくということは、今後社会の構造が変化していく中で非常に重要なことだと考え

られます。これから日本の国は世界のどの国も経験したことのない高齢化と人口減少とい

う社会を迎えます。そういった中で各種の福祉施策も今後変化していくと考えられますが、

美馬市におきましては障がい者・高齢者、そして子供に優しい福祉施策の実施を行ってい

ただきたい、このように思います。 

 さて、国におきましては、日本の社会が人口構造の大きな変化、雇用基盤の変化、家族

形態・地域基盤の変化、孤独・孤立の広がり、こういったものなどいろいろな問題に直面

しており医療や介護、子育て、こういった社会保障制度の改革が始まっております。社会

保障と税の一体改革、こういったものの呼ばれているものが持続可能な社会保障制度の構

築という名目のもと、給付は高齢者世代、負担は現役世代、こういった現在の社会保障制

度を見直し、給付・負担両面で人口構成の変化に対応した制度への改革をしていくという

全世代型対応型の社会保障制度を目指すとささやかれております。その一環といたしまし

て、既に昨年消費税が５％から８％へ税率が引き上げられました。そして２年後の２０１

７年４月には１０％への税率の引き上げが決定されております。こうした財源は全て社会

保障に充てられる、こういったことがうたわれておりますが、一方で介護保険制度の改正

など痛みを伴う改革も実施されております。そこでお伺いしたいと思いますが、障がい者

や高齢者、そして子ども・子育てなど福祉施策を進めていかれる中で、今後この社会保障

と税の一体改革、こういったものがどのような影響が出てくると考えておられるのかお伺

いしたいと思います。この１点をお伺いして私の質問とさせていただきます。どうぞよろ

しくお願いいたします。 

◎保険福祉部長（緒方利春君） 

 保険福祉部長。 

◎議長（藤原英雄議員） 

 保険福祉部長、緒方君。 

［保険福祉部長 緒方利春君 登壇］ 

◎保険福祉部長（緒方利春君） 

 障がい者・高齢者・子ども・子育て施策を進める上で、社会保障と税の一体改革の影響

への対応という再々問でございますけれども、ご指摘のように昨年４月に消費税の税率引

き上げが実施されました。再来年にはさらに税率が８％から１０％になる予定となってお

ります。この財源が社会保障に充当されるということで、既に今年４月から始まりました

子ども・子育て支援新制度への充当や介護保険の低所得者保険料軽減対策などが実施され

たところでございます。 

 障がい者や高齢者、また子育て支援などの福祉施策につきましては、国によります制度

設計によって影響を受ける部分が大半を占めており、社会保障と税の一体改革によりまし

て今後さまざまな制度改正が行われるものと思います。市町村は直接住民と向き合う行政

の最前線でございますので、国の制度改正等の内容を的確に把握し、制度を利用する皆様

に公平な利用を提供する責務がございます。市といたしましては、今後の国の動向を十分

注視し情報収集に努め、的確・公平な対応を図っていく必要があると考えております。そ
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の上で障がい者・高齢者の皆様にとりまして適切な医療・介護サービスが受けられるよう

配慮してまいりますとともに子どもを産み育てやすい環境の整備に努めてまいりたいと考

えております。 

◎議長（藤原英雄議員） 

 ここで議事の都合により１０分程度小休いたします。 

小休 午後 ２時２３分 

                                         

再開 午後 ２時３３分 

◎議長（藤原英雄議員） 

 小休前に引き続き会議を開きます。 

 次に議席番号５番、中川重文君。 

◎５番（中川重文議員） 

 議長、５番。 

◎議長（藤原英雄議員） 

 ５番、中川重文君。 

［５番 中川重文議員 登壇］ 

◎５番（中川重文議員） 

 ただいま議長より五月会としての一般質問の許可をいただきましたので、五月会として

通告の件を順に質問させていただくこととします。ご答弁される方は市民目線に立って、

優しい言葉でわかりやすい明快なご答弁をよろしくお願いいたします。質問の件名は３件、

またその要旨としてそれぞれ数項目ずつ挙げさせていただいています。 

 まず１件目、第２次美馬市総合計画についてお伺いします。その要旨として１点目、こ

の総合計画における基本目標に対する具体的施策と実施時期についてお伺いします。総合

計画は６月の広報とともに市民の皆様に概要版として配布されました。その中に計画の構

成として基本構想から基本計画、実施計画が掲載されています。そして基本目標が５項目

挙げられていますが、全ての基本項目の根幹であります美馬市の目指す将来像について、

唯一具体的に人口目標が示されています。内容は人口減少が続く中での対策の目標として

平成３２年３月末での人口を２万９，５００人以上維持するとしています。そこでお伺い

したいのは、この目標は何をもって設定の根拠とされたのか、また目標達成のための裏づ

けとなる具体的施策はどのようなものを考えておられるのか。さらには実施時期の計画は

どのように設定されているのかお聞きしたいと思いますので、よろしくご答弁のほどお願

いします。 

 次に質問の要旨２点目として地方創生との枠組みということでお伺いしたいと思います。

今や日本全国の都道府県また市町村まで生き残りをかけて地方創生に向けた動きが活発に

なっているのは誰もが知るところであります。そして国がまち・ひと・しごと創生法に基

づき総合戦略、人口ビジョンを策定すると言えば、県そして市町村がこぞって県版や市町

村版の総合戦略、人口ビジョンを策定する動きとなっています。また、この戦略に報奨金

のような交付金がつくともなれば、もう争奪戦さながらの状況となっています。さらには
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民間団体の日本創生会議が高齢者移住案を提言すれば、また云々と情報が飛び交っておる

のではないでしょうか。 

 そこで何が聞きたいのかと申しますと、地方創生に関して美馬市版人口ビジョン、美馬

市版総合戦略、また交付金つき事業戦略等々戦略項目がいろいろとありますが、第２次美

馬市総合計画の中にある各種戦略項目が示された現段階において、地方創生に関する各種

戦略とどのように関連し、どの枠組みで具体化され実行し成果を出されようとしているの

か少しわかりづらい構図になっているように感じますので、枠組みというのが適切かどう

かはわかりませんが、この２つの柱に対する戦略項目に独自性というものがあるのか、密

につながりのあるものばかりなのか、どちらの柱に属する戦略なのかというようなしかる

時期に成果の検証をする際に、どちらに振り分けられる戦略なのかをお伺いしたいと思い

ますのでご答弁のほどよろしくお願いします。 

 次に質問の件名２件目として、安全・安心で環境に優しいまちづくりについて、開会日

に牧田市長より拝原最終処分場の進捗概要が少し説明され、質問をせえというサインが出

たと感じましたので、質問の要旨の１点目として排原最終処分場の進捗状況をさらに詳し

く教えていただきたいのと、今後をお伺いしたいと思います。 

 たしか牧田市長より１期目の工事については廃棄物の運搬、埋立工事はほぼ完了し選別

ヤードの建物の撤去も終わり、既存処分場の国交省の埋め戻しを残しているのみであり、

今は２期目の新処分場埋立用地工事に取りかかっているとのことであったかと思います。

そこで１期目の工事の区切りが終わろうとしているとのことですので、お伺いしたいのは

１期目の最終報告として３点のみに絞ってお伺いしたいと思います。 

 １点目は、美馬環境整備組合で可燃ごみがどのくらいの量焼却されたのか。２点目、既

存処分場の廃棄物は第１期新処分場へどのくらいの総量埋め立てされたのか。３点目は、

その結果、第１期新処分場はどのくらいの山の高さになったのか、以上、市民の皆さんが

最低でも知るべき結果３点のみをお伺いしますのでご答弁願います。 

 次に今後として２点のみお伺いします。１点目は、埋立工事期間中も継続してですが、

新処分場内にある浸出水処理施設及び仮設排水水処理設備からの水処理水は土井谷樋門を

通して吉野川に既に放流されていますが、新処分場の漏水チェック管理から始まり、処理

水の管理、定期的検査等々が既に実施され、これから先１０年から２０年正確にはわかり

ませんが、管理要員が必要になっていると思いますが、どのような管理体制と要員構成で

現在実施され、今後もどうしていかれるのか計画をお伺いしますのでご答弁願いたいと思

います。 

 ２点目の今後は、既に何回か議場で質問はしていますが、明快なご答弁はいまだにいた

だいていませんが避けては通れない過程であると認識していますので、処分場完成また堤

防完成後のあの地域一帯のインフラ設備を含めたあるべき姿、また理想の姿を構築すべき

過程においての取り組み、またビジョンが固まってきたのか、また固まりつつあるのかど

うかをお伺いしたいと思います。 

 質問要旨の２点目として、現在監視委員会が非公開で委員会を実施していると思います

が、監視委員会の役割とか取り組みとか、何をどうされ、何を監視されているのか実態が
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市民の皆さんに伝わっていないのではないかと思っています。委員会は非公開と決定され

ているので問いはしませんが、市民の血税から投資されての運営だと思いますので、どこ

かで内容なり結果を報告したり公開したりする義務が市民の皆さんにあるのではなかろう

かと思いますが、どのように考えておられるのかお伺いしたいと思います。 

 次に質問件名の３件目として、美馬市教育委員会発刊の書籍についてお伺いします。質

問の要旨としては、美馬市市民双書第２巻、郷土の自然と環境という書籍の発刊後の対応

のことでお伺いしたいと思います。美馬市民双書第２巻は、昨年の平成２６年３月２８日

に美馬市教育委員会より発刊されたそうでありますが、その後美馬市の郷土史家のお一人

から、この本に誤りや疑問点が非常に多いので是正してはどうかとご指摘を受けたそうで

ありますが、どのように対応されたのかお伺いしますのでご答弁よろしくお願いします。 

 以上が通告質問内容の説明でございますので、ご答弁の内容により再質問させていただ

きたいと思っていますのでよろしくお願いします。 

◎副教育長（加美一成君） 

 副教育長。 

◎議長（藤原英雄議員） 

 副教育長、加美君。 

［副教育長 加美一成君 登壇］ 

◎副教育長（加美一成君） 

 ５番、中川重文議員さんからのご質問の中で、私のほうからは美馬市教育委員会が発行

いたしました美馬市民双書第２巻、郷土の自然と環境、この件についてお答えさせていた

だきます。 

 この美馬市民双書第２巻につきましては、発行した後に議員ご質問にあったような指摘

がございました。そこで教育委員会といたしましては、指摘のあった内容について、執筆

者の方々に確認を行ったところでございますが、その結果、川の右岸と左岸の取り違えや

地名の読み方など何カ所かの誤りがあったものの、その大半は見解の相違とのことでござ

いました。この対応として教育委員会といたしましては、執筆者の皆様に確認を行った上

で明らかな誤りにつきましては正誤表を作成し、双書を配付いたしました市内の小・中学

校、またお送りいたしておりました関係者の皆様に送付させていただきました。また、教

育委員会から購入された方々などご氏名などがわかっている皆様には、正誤表を送付する

とともに、販売をお願いいたしております市内の書店につきましては、正誤表の差し込み

をお願いしたところでございます。 

◎企画総務部長（上谷敏也君） 

 企画総務部長。 

◎議長（藤原英雄議員） 

 企画総務部長、上谷君。 

［企画総務部長 上谷敏也君 登壇］ 

◎企画総務部長（上谷敏也君） 

 それでは私のほうからは第２次美馬市総合計画についてご答弁させていただきます。 
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 第２次美馬市総合計画の基本目標に対します具体的な施策と実施時期についてのご質問

でございますが、平成２２年１０月実施の国勢調査によります本市人口をもとに、コーホ

ート要因法により推定した本市の将来人口は、平成３２年１０月には２万８，１７９人で

減少すると予測されております。急激な人口減少、特に生産年齢人口の減少は地域の活力

の維持や労働力の確保といった面からの影響が大きいことから、今後の人口減少を抑制す

るため総合的かつ戦略的な施策を展開していくことが必要でございます。そこで大きく２

つの観点からの取り組みにより人口減を食い止めたいと考えております。その取り組みの

人口目標を平成３２年３月末におきまして２万９，５００名と設定いたしております。 

 ２つの視点の内容でございますが、１点目は定住人口の減少を少しでも食い止める観点

からの施策といたしまして、具体的には安心して産み育てられるための子育て支援面から

育児用品購入補助制度の創設、多子世帯の保育料の軽減など、また教育環境の整備面から

は、美馬地区の統合小学校の設置、ＩＣＴ環境の充実、小・中学校の空調整備など、雇用

の場の確保面からは集出荷システムや買い物支援システムを柱とした雇用促進、企業立地

に係ります調査また誘致活動並びに奨励措置等の推進でございます。定住環境の整備面か

らは、市内の空き家調査を行いまして移住を希望する方に対しましての情報提供などあら

ゆる世代への施策を積極的に推進してまいりたいと考えてございます。 

 ２点目は、交流人口の増加を図る観点からの施策といたしまして、具体的には近畿ふる

さと会との積極的なかかわり、にし阿波観光圏での広域観光など来訪者に対しましての施

策及び市民との深い交流により地域の活力を高め交流人口の増加につなげてまいりたいと

考えております。また実施時期につきましては、第２次総合計画の期間である平成２７年

度から平成３１年度までの５年間の間で優先順位の高いもの、そして条件の整ったものか

ら順次実施してまいりたいと考えてございます。 

 続きまして地方創生との枠組みについてのご質問でございますが、国の長期ビジョン・

総合戦略の策定を受けまして、現在美馬市版人口ビジョン・総合戦略の策定を進めている

ところでございます。また本市の最上位計画でもございます第２次美馬市総合計画につき

ましては、地方創生の趣旨を踏まえ策定いたしたところでございます。すなわち本市にお

いて、総合計画の中の人口減少の抑制や地域活性化に対します施策を抽出し体系化すると

ともに、さらに詳細かつ具体化させたものが地方創生に係る総合戦略であるというふうに

位置づけいたしております。一方、地方創生に係ります国の交付金につきましては、制約

があるものの一定の確保がなされておりまして、その一部につきましてはご承知のとおり

本年３月に先行型事業といたしまして予算計上いたしているところでございます。 

 また、来年度以降の新型交付金につきましてでございますが、今月末に出される予定の

まち・ひと・しごと創生基本方針の中で概要が示されるものと考えておりまして、情報の

収集に努めてまいりますとともに、本市にとって有利なものにつきましては積極的に取り

組み、美馬市版の総合戦略に反映していきたいと考えております。 

◎市民環境部長（佐藤充生君） 

 市民環境部長。 

◎議長（藤原英雄議員） 
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 市民環境部長、佐藤君。 

［市民環境部長 佐藤充生君 登壇］ 

◎市民環境部長（佐藤充生君） 

 続きまして安全・安心で環境に優しいまちづくり、とりわけ質問の要旨として２点ご質

問いただきましたので順次答弁させていただきたいと思います。 

 まず拝原最終処分場工事の進捗状況と今後についてのご質問でございます。拝原最終処

分場事業の進捗状況は、既設最終処分場の第１期エリアに埋設されておりました埋設ごみ

の選別や撤去を終えまして、新最終処分場の第１埋立地に埋め立てをすることができまし

た。また、ごみの分別としての選別ヤードに設置しておりました４棟のごみ選別用テント

も５月末日までに全て安全に撤去することができまして、１期工事とされておりました撤

去工事、埋立工事は全て予定どおり無事完了することができました。現在は出水期に当た

りますので、新最終処分場の第２埋立地におきまして造成工事や遮水工の工事を行ってお

ります。 

 また一方、既設最終処分場の第２期エリアに埋設されております埋設ごみの選別や撤去

工事につきましては、非出水期に当たります１１月から着手する予定になっておりまして、

現在の工事進捗率は約６５％でございます。 

 また、１期目の工事が完了した最終結果の報告として３点のご質問をいただきました。

１点目、美馬環境整備組合クリーンセンター美馬において、どれぐらいの可燃物を焼却し

たのかというご質問でございますけれども、選別されました可燃物を美馬環境整備組合ク

リーンセンター美馬におきまして焼却量は３３１トン、容積に換算しますと約１，０００

立米でございます。 

 また２点目のご質問といたしまして既設最終処分場の埋設ごみは、どのくらい新最終処

分場のほうに埋め立てたのかとのご質問でございます。新最終処分場への埋立量といたし

ましては、ごみのほか保護砂、中間覆土、そして小堰堤を合わせまして１０万１，４００

立米を埋め立ていたしました。 

 続いて３点目のご質問でございますけれども、第１期工事完了後の新最終処分場の高さ

は一体どれくらいになったのか、わかりやすく説明してくれということでございます。こ

の高さにつきましては、設計どおりＡＰ４８メートルでございます。わかりやすく申しま

すと、現在の堤防の天端から３メートルくらい高くなるということでございます。 

 また今後の取り組みといたしまして２点のご質問をいただきました。１点目、新最終処

分場の維持管理体制につきまして、とりわけ浸出水処理施設の維持管理はどのようにする

んだということでございます。現在工事中でございますので、鹿島建設の関連会社に委託

しております。工事完了後の浸出水処理施設の維持管理等につきましては直営なのか委託

なのか、これも含めて検討していきたいと考えております。 

 ２点目でございますけれども、新最終処分場が完成した後、堤防が完成するその周辺一

帯のインフラ整備についてのご質問でございます。工事完了後の周辺対策につきましては、

地域発展に資するような周辺整備計画を地域住民皆様のご意見も賜りながら今後取り組ん

でまいりたい、こういうふうに考えております。取り組みの時期といたしましては、現在
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新最終処分場の早期完成に向けて最大限努力いたしておりますので、工事が最終段階にな

りまして新最終処分場の全容が市民の皆様、地元の皆様方の目に映るようになった段階か

ら開始していきたいと、こういうふうに考えております。そのときにはぜひ中川議員のお

力をおかりしたいと、このように考えておりますのでよろしくお願いいたします。 

 今後とも工事の遂行に当たりましては、地域住民の皆様方に安心していただけるよう環

境や安全対策に十分配慮いたしまして、ご理解やご協力を賜りながら工期であります平成

２８年１０月末日までには、工事が完了できるよう鋭意に進めてまいりたい、このように

考えております。 

 続きまして要旨の２点目でございます。排原最終処分場工事の監視委員会の役割と取り

組みについてご質問いただきました。事業主体であります美馬環境整備組合は、既設最終

処分場の埋設廃棄物を安全かつ適正に処理するために、拝原最終処分場施設建設工事監視

委員会を平成２６年９月２９日に設置いたしまして、今日までに４回の監視委員会を開催

いたしております。この監視委員会の役割といたしましては、既設最終処分場の廃棄物の

選別や撤去の確認に関すること、工事中のモニタリング結果についての評価に関すること

などを検討することとなっておりまして、原則といたしまして会議は２カ月に１回開催す

ることとなっております。これまでに開催されました監視委員会での主な取り組みといた

しましては、埋設ごみの具体的な選別方法や施工体系、周辺環境に配慮いたしました飛散

防止対策やにおい対策、工事中のモニタリングデータの結果などにつきまして協議・検討

をいたしております。先日６月４日に開催されました第４回監視委員会におきましては、

既設最終処分場の第１期エリアのごみ撤去後の土壌につきましては、土壌汚染対策法に基

づきました土壌分析調査の結果、指定基準値を全て満たしておるということを確認してい

ただきました。その後埋設ごみ全量が適正に撤去されているかとの確認を現地においても

委員の皆様方にしていただきました。 

 これらのことを含めまして監視委員会の内容や結果を市民の皆様方に報告する義務があ

るのではないかとのご質問でございますけれども、市民の皆様方に報告を行うということ

を前提といたしまして、その周知方法などを現在検討いたしております。 

 次回監視委員会の開催につきましては、既設最終処分場の第２期エリアの撤去工事が始

まります前の１０月下旬ごろを予定いたしております。どうぞよろしくお願いいたします。 

◎５番（中川重文議員） 

 議長、５番。 

◎議長（藤原英雄議員） 

 ５番、中川重文君。 

［５番 中川重文議員 登壇］ 

◎５番（中川重文議員） 

 各質問にご丁寧なご答弁ありがとうございました。少しは理解が深まりましたんですけ

ども、最初、何で順番を違えて答弁していただけよんかなと思いながらおったら、真打ち

を最後にされたんだろうなというような配慮があったんかなと思っております。そういう

中で再質問させていただきますが、その中において何点かの項目について、さらに理解を
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深めたいと思いますので、気づいたことのみお聞きしたいと思いますので再問させていた

だきます。 

 まず質問件名１件目のご答弁の中で、目標人数設定についてコーホート要因法を用いた

とのことでありますが、市民の皆様方にもう少しわかりやすくコーホート要因法について

ご説明願えたらと思います。 

 ２点目として、予測人口は国勢調査の実数と比べますと、絶えず多目に人口が減少して

いくような傾向が予想されていると思います。美馬市が平成３２年３月末の目標人口２万

９，５００人を維持すると発表されていますが、予測人口が実数人口より多目に減少して

いますと目標人口が過大評価されることになり、施策に対する正味効果の人数が捉えにく

いと思うのですが、この目標人口の２万９，５００人というのは達成レベル的には非常に

ハードルの高い目標なのでしょうか、それとも頑張れば何とか達成できるというレベルな

んでしょうか。感覚的なことでお聞きするのも恐縮なんでございますけども、ご答弁でき

にくいかもわかりませんが、できたらぜひお聞きしたいところでもありますのでよろしく

お願いします。 

 ３点目として具体的施策を要望したんですが、まだまだ抽象的施策の内容でなかったか

と思う次第であります。これは質問者側にも質問術の向上が必要かなとも思いましたので、

また努力しなればいけないのだなと思う次第であります。 

 ４点目として、戦略的施策は国も県も市町村も掲げられることが多いのですが、いざ戦

略を達成するための戦術となると、なかなか具体的に私たちに伝わらない感があるのです

が、現段階で戦術というものが具体的にあるのならば、勉強させていただきたいと思いま

すのでよろしくご答弁願いたいと思います。 

 ５点目として、交付金のことにもご答弁いただいたので再確認の意味も含めて、地方創

生にかかわる交付金の予算額についてフォロー願えればと思いますのでよろしくお願いし

ます。 

 質問件名２件目については、安全・安心で環境に優しいまちづくりの基本目標の中での

施策であったり、誰もが住みたくなるまちを目指しての四国のまほろば美馬市を将来像に

しているのであれば、もっともっと情報を市民の方々に出して心配や不安ごとを払拭する

ようなことにしていただきたいと今後も思っております。 

 先ほど山の高さをＡＰ４８の予定どおりと回答があったんですけども、あれは最終覆土

の５０センチが含まれてないということでよろしいんですか、含めてですか。 

 それといろいろ運動されている方との話が見解の相違みたいな形でなってるところもあ

るんですけれども、話し合いというんですか、そういったことをしないと人口減少の原因

になるようなことになるかもわかりませんので、やはり同じテーブルについて未来志向に

ついても話し合えるような場を先ほどの答弁で考えていただいているようなのでぜひお願

いしたいなという思いであります。 

 質問件名３件目については、もともと約２０年前に発刊した脇町史別巻の誤りを当時そ

の方は３，０００カ所くらい指摘されたそうなんですけども、そのときのことも起因して

いるようであると私は感じておりますけれども、相当古い昔なので記憶があるんだったら、
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その３，０００カ所の指摘のときにはどういう対応をしたのかもお聞きしたいと思うんで

すけども、年数おられる方で知っておられる方があるんだったら教えていただきたいなと

思います。 

 そして、そのまま再び双書が発刊されたときに誤りを指摘したのに対して、これも見解

の相違ということで、先ほどの答弁では二、三点のことのような感じで正誤表をつけたよ

うな感じで聞く人はおったかわかりませんけども、その方の見解の相違かもわかりません

けども３００余りあるということを言っておられました。そして正誤表というのは５０数

件項目があったかと思います。教育委員会として、この件に関して第２巻を廃版として改

訂版とするような論議はなかったんでしょうかお尋ねします。実際に５０項目正誤表があ

る紙を片手に読むというのは大変難しいというか、読みづろうございます。その５０カ所

を本の項目のとこに、自分で横書きしていかないとあちこち見るということにはならない

と思いますので、そういった配慮的なものがされたかどうかもお聞きしたいと思います。 

 また正誤表を各本屋さん、それから送った方に郵送したというような話でしたけれども、

本屋さんに行ってみますと、勤めている方なりいろんな方がおいでるので一人に言っただ

けでは伝わってないのが多数でした。そのときに本にでも張りつけるなり挟んでいないと

持って帰っていない人がたくさんおいでるんですね、実情。ですから本屋さんにもちろっ

と言われたんですけども、ホームページとか広報とかそういったところで出してくれたら、

本がどこに行ったかわからないので、そういうことも考えてほしいというようなことも聞

きましたので、そういったこともできないのかどうかもお考えをお聞きしたらと思います。 

 また今１巻、２巻が出とんですけども、出版数、費用的なこと及び販売数がどのくらい

あったのかということ、さらにはこのシリーズは何巻まで続くものなのかというようなこ

ともあわせてお伺いしますのでご答弁願えればと思います。以上、再問とさせていただき

ますのでよろしくお願いします。 

◎市長（牧田 久君） 

 議長。 

◎議長（藤原英雄議員） 

 牧田市長。 

［市長 牧田 久君 登壇］ 

◎市長（牧田 久君） 

 中川議員の質問に個別にお答えする前に、市民の皆さんにもきちっとご説明をしとくほ

うがわかりやすいと思いますので、美馬市の総合計画と美馬市版総合戦略との違いについ

て説明を少し私からさせていただきます。 

 まず美馬市の総合計画というのは、まさに計画の中の最上位計画でございまして、全て

の面を網羅しております。ですから項目そして基本目標をそれぞれ立てております。総合

計画ですから、具体的に今何をやります、今何をやりますということではなくて、それに

基づいて実施計画をつくって、そして具体的に進めていくものであります。総合計画とい

うのは、当然美馬市のいわば進むべき方向でございますので、それに伴いまして人口の推

計の設定も当然総合計画に入っておるのが本来の形です。もっと言えば総投資額を入れれ
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ば一番いいんですけど、それはなかなか難しいということもあるということで、社会情勢

の変化等もありますので、できるだけ概略的ではありますけれども全てを包括した計画を

立てるというのが総合計画でございます。 

 それに対して、今回の地方創生に伴います美馬市版総合戦略につきましては、その総合

計画の中で美馬市としてどういうことを例えばこの５年のうち優先的にやっていきますか

ということの計画をつくるということがいわば義務づけられているわけですね。それとも

う１つは、その総合戦略の中では当然政府のほうでも人口ビジョンというのは人口の目標

というのは出てこんと思ってますから、総合計画ならば出てきますけど、総合戦略では出

てこないと思ってますから、総合戦略の中での人口ビジョンも一緒にやれということで２

本柱で位置づけをしております。そしてこの総合戦略については、地域間競争ですから具

体的にやったところには交付金をあげましょうということになっておりまして、総合戦略

は先ほども出てまいりましたけど、ＰＤＣＡサイクルを検証するということになってます。

単に計画を例えば三菱総研でつくったというだけではだめですよと、それが本当にできて

いるかどうかということをＰＬＡＮ、ＤＯ、そして実際にＣＨＥＣＫしてですね、そして

再びＡＣＴＩＯＮを起こしていくというＰＬＡＮ、ＤＯ、Ｃ、Ａをチェックしていって、

ちゃんとやれた所へは国から助成しましょうということが地方創生の内容になっておりま

すので、本来性格的に違うものなんです。それをきちんと説明させていただいたほうがい

いと思いましたんで、答弁の前に私から説明させていただきましたのでご了承をお願いい

たします。 

◎副教育長（加美一成君） 

 副教育長。 

◎議長（藤原英雄議員） 

 副教育長、加美君。 

［副教育長 加美一成君 登壇］ 

◎副教育長（加美一成君） 

 私のほうから美馬市民双書に関する再問にお答えさせていただきます。 

 まず第１巻、第２巻の作成に要した経費、それから販売等の実績、また今後の発行計画

などについてでございますが、第１巻の郷土の先賢たちの学びと実績につきましては、平

成２４年１月に発行したものでございますが、この発行にかかった経費は約１３０万円で

ございます。また第２巻の郷土の自然と環境につきましては昨年３月に発刊したものでご

ざいますが、この発行にかかった経費は約１８０万円でございまして、発行部数について

は第１巻、第２巻ともに１，０００冊でございます。また販売等の実績についてございま

すが、第１巻、第２巻ともに約２００冊は関係者の皆様にお贈りしたり、市内の小・中学

校に配付いたしております。販売実績については、今年の３月末ではございますが、第１

巻が約６５０冊、第２巻が１８０冊でございます。 

 なお、今後の発行計画についてでございますが、当面の計画として美馬市民双書は第５

巻まで発行する計画でございます。現在第３巻、仮称ではございますが江戸時代を生きた

美馬の人びと、この発行に向けて資料の収集等を行っているところでございます。 
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 それから美馬市民双書第２巻の取り扱いについてのご質問がございましたが、この市民

双書につきましては、第５巻まで計画いたしております中の第２巻として発行したもので

ございまして、この位置づけについては変わるものではございません。 

 なお、購入された方から問い合わせがあった場合は内容を説明し、正誤表を送らせてい

ただくということで準備いたしておりますが、この周知につきましてはホームページなど

を通じて行えるよう検討もしてまいりたいと考えております。 

◎企画総務部長（上谷敏也君） 

 企画総務部長。 

◎議長（藤原英雄議員） 

 企画総務部長、上谷君。 

［企画総務部長 上谷敏也君 登壇］ 

◎企画総務部長（上谷敏也君） 

 再問いただきましたので、随時お答えしたいと思います。 

 初めにコーホート要因法ということについてのご質問でございますが、コーホートにつ

きましては、ある時点におきまして年齢と性別また共通の属性を持つ人口群を指します人

口学上の用語でございまして、通常人口の推計の場合には男女別で５歳ごとの年齢群を用

います。そして出生率や死亡率など人口変動の要因を勘案しながら将来の人口の推定を行

う手法でございます。 

 続きまして戦略的施策について具体例はというご質問でございましたが、本市の活力を

高め、また維持していく上で若者の定住を促す施策は大変重要であり、その中でも働く場

の確保につきましては本市において最重要課題としているところでございます。こうした

ことから総合計画の中では、企業誘致はもちろんのこと本市の特性を生かしました産業の

振興策について工夫を加えながら実施していくことといたしております。具体的な事業に

つきましてということでございますが、現在サテライトオフィスの誘致事業、また起業・

創業や後継者への事業の承継支援など調整を現在進めているところでございますのでどう

ぞご理解をいただけたらと思います。 

 なお、今後とも若者たちにとりまして魅力のありますまた雇用につながる施策を検討し

さまざまな角度から取り組むことといたしておりますのでよろしくお願いしたいと思いま

す。 

 続きまして地方創生に係ります交付金についてのご質問でございます。 

 まず３月議会で承認いただきました地方創生先行事業といたしまして６，６８０万円の

うち交付金５，８２６万１，０００円を予算計上いたしております。次に上乗せ交付金に

つきましては、現在募集が始まっておりまして、タイプⅠでは市単位では２事業３，００

０万から５，０００万円までの事業でございます。またタイプⅡは、本年１０月までに総

合戦略策定済みの地方団体に対しまして１，０００万円程度の交付が見込まれるものでご

ざいます。本市といたしましては、この交付金を活用できるよう現在検討しているところ

でございます。本年度以降の新型の交付金につきましても、先ほど述べましたとおり、来

月末に出される予定のまち・ひと・しごと創生基本方針の情報収集に努めまして積極的に
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取り組んでまいりたいと考えております。 

◎５番（中川重文議員） 

 議長、５番。 

◎議長（藤原英雄議員） 

 ５番、中川重文君。 

◎５番（中川重文議員） 

 古い書籍の分は、何かもう頭にないということでよろしいでしょうかと問うたんですけ

ども、記憶にある方がおられんという理解でよろしいでしょうか。 

◎副教育長（加美一成君） 

 副教育長。 

◎議長（藤原英雄議員） 

 副教育長、加美君。 

［副教育長 加美一成君 登壇］ 

◎副教育長（加美一成君） 

 答弁漏れがあったということでございますが、脇町史別巻の件についてご質問があった

ということでございますが、私どもそのことについては承知しておりません。ご了承いた

だきたいと思います。 

◎５番（中川重文議員） 

 議長、５番。 

◎議長（藤原英雄議員） 

 ５番、中川重文君。 

［５番 中川重文議員 登壇］ 

◎５番（中川重文議員） 

 再々問させていただきますが、先ほどの古いことを言うたんで、何か結果はどっかに残

っとるかもわからんので、その方３，０００も指摘しとんであれば何か対応した結果的な

ものが後にでもあるんであれば、また教えていただければと思っております。 

 それでは再々問させていただきますが、最後のことでございますが、提案型の再々質問

という統治として述べたいと思いますので、ご答弁の時間がある場合には各所管の考えを

いただけたら幸いと思っていますのでよろしくお願いします。 

 今日、牧田市長さんから答弁があるとはあんまり思ってなかったんですけども優しい対

応ありがとうございます。質問件名１として、人口減少のことで初問のときに人口減少を

少しでも食い止める観点からの施策といたしておりますとの答弁だったと思うんですけど

も、できればこの場では何が何でも食い止める考えだと言っていただきたかったかなと私

は思っております。何か張り合いというか意気込みというのが伝わってこなかったんで、

あえて要らんことかもわかりませんけれども言わせてもらいました。 

 また、具体的内容においては、美馬市の独自の何か思い切った目玉となるような施策を

ぜひ打ち出していただきたいという思いが強かったので、具体的ということで質問させて

いただきました。 



－８５－ 

 

 それから実施時期につきましては、平成２７年から３１年までの５カ年の中で先ほど市

長さんがおっしゃったように、毎年見直しをしながら進めると言っていましたが、人口減

少に対する効果というのは特別なことがない限り、私は短期間での効果は非常に難しいと

思っておりますので、有効な施策を早期に実施していただいて、５年後にそういった成果

が出るようにしていかないと、後のほうで出してもなかなか間に合わないようになってく

るんでないんかなと思っております。 

 そういった中で提案の１つとして、徳島県のほうでは県版の創生特区を本年中に市町村

から公募し、選定し指定するとの方向出しも出ているようなので、美馬市としても有利な

施策がその中にあったり見つけ出したりできるんであれば、積極的に公募に参加していた

だきたいと思いますが、現時点でのそういった所感等があればぜひお伺いしたいと思って

おりますのでよろしくお願いしますということで、この答弁はないんかなと思いながらお

ったんで、できたら牧田市長さん答弁をよろしくお願いしたいなと思っております。ほか

の方ではできないと思ってます。 

 それと質問件名２といたしましては、先ほどの再問に尽きると思っていますのでよき対

応をお願いしていただけたらいいと思います。 

 質問件名３の件としては、先ほど書籍のことで見解の相違ということであったんですけ

ども、別の解決方法なりもっと対応があったんではなかろうかと今はまだ思ってるところ

でございます。郷土の歴史を知るための教科書的な双書でありますので、先ほど第５巻ま

で予定されているとのことでしたが、予算的に問題があるんだったら４巻までとも思った

んですけども、どうしても５巻まで出すということなんで、出すんだったら内容を詰めた

り、第２巻のほうはどうも売れ行きも悪いようなんで、１，０００部つくらんでも５００

部つくって、今出されて正誤表云々というより改訂版のようなんして出したらすっきりす

るなと私的には思っております。そういったことでの中でもう少し時間がありますので、

所感的に考えられて答弁してくれることがあるんだったら、今の中で答弁していただきた

いと思いますのでよろしくお願いします。その答弁をもちまして、五月会として６月の議

会の一般質問の全てを終わりたいと思っていますので回答を期待してます。ありがとうご

ざいました。 

◎副市長（栗栖昭雄君） 

 副市長。 

◎議長（藤原英雄議員） 

 副市長。 

［副市長 栗栖昭雄君 登壇］ 

◎副市長（栗栖昭雄君） 

 お答え申し上げます。 

 ただいま中川議員さんからご提案の特区の件につきましては、本市におきまして現在情

報の収集と分析に努めておるところでございまして、本市の実情に合致しまして、有利な

施策など諸条件が合いましたら積極的に取り組んでまいりたい、このように考えておりま

すのでよろしくお願い申し上げます。 
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◎議長（藤原英雄議員） 

 以上で通告による一般質問は終わりました。 

 これをもって一般質問を終結いたします。 

 ここで資料配付のため暫時小休いたします。 

小休 午後 ３時２６分 

                                         

再開 午後 ３時２９分 

◎議長（藤原英雄議員） 

 小休前に引き続き会議を開きます。 

 お諮りいたします。会議規則第２１条の規定により、この際お手元にご配付のとおり議

案第５７号、美馬市職員の再任用に関する条例の一部改正についてから議案第６５号、市

道路線の認定についてまでの９件を日程に追加し、直ちに議題といたしたいと思いますが、

これにご異議ございませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

◎議長（藤原英雄議員） 

 異議なしと認めます。よってそのように決定いたしました。 

 これより質疑に入ります。質疑の通告が１件ありますので発言を許可いたします。 

 議席番号５番、中川重文君。 

◎５番（中川重文議員） 

 議長、５番。 

◎議長（藤原英雄議員） 

 ５番、中川重文君。 

［５番 中川重文議員 登壇］ 

◎５番（中川重文議員） 

 それでは議長より議案質疑の許可をいただきましたので、届けの件について質疑させて

いただきます。 

 掲載箇所及び議案名は議案第５９号、平成２７年度美馬市一般会計補正予算（第２号）

であり、補正予算書１２ページの５項児童福祉費、１５節の美馬認定こども園太陽光発電

設備設置工事費請負費２，２６８万円の予算についてであります。 

 この補正予算計上に至った経緯をお伺いするのですけれども、最初に明確にしておきま

すけれども、この事案に対する異論があって質疑しているものではないということをはっ

きり申し上げておきたいと思います。私が計上に至った経緯を質疑することにしたことは、

今、副市長から前向きな答弁をいただいたんでまた話しにくくなったんですけれども、３

月２４日に議員全員協議会がありまして、この予算の説明を皆さんで受けたわけです。そ

の際に私は、江原認定こども園の工事請負費のことについて、いろいろ補正予算がどんど

ん上がってきたので、そういったことのないようにしてくれてますねと、今提示されてい

る予算に全て盛り込まれているんでしょうねと、江原南認定こども園の二の舞のようなこ

とはないですねという質疑をしたわけであります。そのときに副市長より現段階において
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想定できる範囲のことについては設計の中に全て盛り込んでおると、そういう答弁があっ

たかと思います。そしてさらに私答弁に対して同じようなことがまた挙がってないとかい

うようなことで、そういう事案が起こらないようにしていただきたいと、さらに念を押し

ての質問を経ております。そして今回あれほど念押しとったのに何でまた挙がってきたの

かなとの思いでこの質問させてもろとんですけれども、一瞬見たときは、これ二重補正予

算で挙がってきたんかいなと思ってました。後からいろいろ聞いたらそういうことではな

いと判明しておりまして、質問するのをやめようかな思いながらおったんですけれども、

やっぱり公の場で議事録もとっていただいとる全員協議会の中で質問した内容について私

も恐る恐る発言しておりますので、一体どのようになっとったんだろかなと、こういった

立場でルールにのっとって再度この場で計上に至った経緯をはっきりお聞きして質疑する

のもよいと判断しましたので、質疑する次第でありますので、よろしく理解していただき

まして説明お願いします。 

◎保険福祉部長（緒方利春君） 

 保険福祉部長。 

◎議長（藤原英雄議員） 

 保険福祉部長、緒方君。 

［保険福祉部長 緒方利春君 登壇］ 

◎保険福祉部長（緒方利春君） 

 議案質疑ということでございまして、一般会計補正予算（第２号）１０款５項１目美馬

認定こども園太陽光発電設備設置工事費請負費の補正予算計上に至った経緯についてのご

質問でございますが、本事業につきましては、平成２５年度からの３カ年事業として環境

省のグリーンニューディール基金により県の再生可能エネルギー等導入事業として実施さ

れております。美馬市におきましては、これまで平成２５年度に江原認定こども園、美馬

中学校におきまして同事業により太陽光発電設備等を設置いたしております。本事業につ

きましては、さきに述べさせていただきました２カ所に続きまして事業採択をしていただ

いておりましたが、県補助金の内示が本年４月になったことにより、今回６月補正予算へ

計上させていただいたところでございます。 

◎５番（中川重文議員） 

 議長、５番。 

◎議長（藤原英雄議員） 

 ５番、中川重文君。 

［５番 中川重文議員 登壇］ 

◎５番（中川重文議員） 

 ご説明ありがとうございました。そういったことであるならば、今後私も物を知りませ

んので、そういう質疑があったときに一言その場で言っていただくか、ほかのところでも

いいんですけども、そういうことになっとんでさっきのは勘違いせんとってよというよう

な優しい配慮をしてくれたらありがたいんで、そういうことでお願いしたいと思いまして、

ありがとうございました。 



－８８－ 

 

◎議長（藤原英雄議員） 

 以上で通告による質疑は終わりました。これをもって質疑を終結いたします。 

 ただいま議題となっております議案第５７号から議案第６５号までの９件につきまして

は、会議規則第３７条第１項の規定によりお手元にご配付の議案付託表のとおり各常任委

員会に付託いたします。 

 以上で本日の議事日程は全て終了いたしました。 

 お諮りいたします。明日予定をいたしておりました一般質問等は、本日終了いたしまし

たので、明日は休会といたしたいと思います。これにご異議ございませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

◎議長（藤原英雄議員） 

 異議なしと認めます。よって明日は休会日とすることに決しました。 

 なお、今週２６日から各常任委員会におかれましては、付託案件等についてご審議をい

ただくわけでありますが、慎重なる審査をよろしくお願いいたします。 

 次回は７月２日午前１０時から再開し、委員長報告に引き続き、質疑、討論、採決であ

ります。よろしくお願いいたします。 

 本日はこれをもって散会といたします。 

散会 午後 ３時３７分 
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